
Panasonic" 

取扱説明書 

パーソナルコンピューター 


品番 


CF - R 6 シリーズ 


mi 


紙で見る 


はじめに 

読む 


次に読む 


必要な 

とさに 

読む 


『準備と設定ガイド』 

最初に r 付属品の確認」で 
付属品を確認して < ださい。 


『取扱説明書』 (本書) 


『取巧説明書』 (本書) の 

r 因ったとを J 


を!画面で見る 


『操作マニュアル』 

インターネットやセキユ U テイ、バッテ 
U —など、本機をより活用するための機 
能を説明しています。 


[スタート]-[操作マニュアル]をク 
リックして表示でさまず 


『困つたとをの Q&A 』 

使用上のトラブルなどについて、原因や解 
巧方法について説明しています。 


[スタート]-[操作マニュアル]をク 
リックして表示でさまず 


『内蔵セキュリティチップ 
(TPM) ご利用の手引き』 

内蔵セキュ U ティチップ ( TPM ) のインス 
トール方法などを説明しています。 

(- ► 18 ぺージ） 


『内蔵モデムコマンドー 覧』 

モデムの設定で使用するコマンドの一覧です。 
(- ► 18 ぺ—ジ） 


上手に使って上手に節電 


保証書別添付 


このたびはノ（ナソニックノ（ーソナルコンピューターをお買い上げいただを、まことにありびとラ 
ございました。 

♦取扱説明書をよ<お読みのラえ、正し<お使い<ださい。 

特に r を全上のごま意 J (6 〜1〇ぺージ）は、ご使用前に必ずお読みいただき、まをにお使いください。 

お読みになった後は、保証書と一緒に大切に保管し、必要なとをにお読みください。 
♦保証書は「お買い上げ曰•販売店名」などの記入を必ず確かめ、販売店からお受け取りください。 


ま全上のごを意 はじめに 使ってみる 困ったとき 仕様-覧 お問い合わせの暫 





















































を<じ 


本機を安を•快適に、そして便利に活用していただくために、次の説明書を用意していまず。 


『準備と設定ガイド』 

はじめに必ずお読みください。 

•初めてお使いになるとを（ご使用前の準備-設定や付属品の確認） 
•消耗品、別売り商品、アフターサービスについて巧りたいとを 

『取扱説明書』（本書） 

-基本操作や仕様などの情報を知りたいとを 
•困ったとさ（画面で見るマこュアルが見られない場合） 

画面で見る f 操作マ-ュァル』と 
個ったときの Q & A 』 

•本機の機能-操作-ま用ち法を巧りたいとを 

•セキュ U ティ機能について巧りたいとを •困ったとを 


ちくじ . 2 

画面で見る^『操作マニュアル』..已 

画面で見る^『困ったとさの Q & A 』 
. 5 

• まを上のご注意 


を全上のごま意 . 6 

参はじめに 

使用上のお願い . 11 

キーボードに水をこぼしたとさ •• 11 
バッテ U - 状態表示ランプび点打しな 
いとさ . 11 


内蔵八ードディスクのデータな護 

. 12 

使用中に本機が熱いと感じた S •-12 
気温が高い場巧でお使いになる場合 

. 12 

無線 LAN ご使用時のセキュ U テイ 


について . 12 

八ードディ スウの! K ックアップと復元 

. 13 

周辺機器の使用について . 13 

画面の明るさを調舊ずる . 14 

SD メモ U — 力ードス□ットについて 

. 14 

駆動時間について . 14 


使用-保管-お手入れについて 

. 15 

使用/保管に適した環境 . 1已 

持ち運ぶとき . 1已 

お手入れ . 1巨 

表記について . 17 

画面で見るマニュアルの見方 

. 18 

『操作マニュアル』『困つたとをの Q&AJ 

を見る . 18 

『内蔵セキュ U ティチップ （ TPM ) ご 
利用の手引さ』を見る （ PDF 形式） 

. 18 

『内蔵モデムコマンドー覧』を見る 

(PDF お式） . 18 

Windows のヘルプを見る . 18 

各部の名称と働き . 19 

状態表示ランプ . 22 

参ほつてみる 

電源を入れる/切る . 23 

電源を入れる . 23 

電源を切る . 24 

席をがずなど、操作を中断ずる • • 24 







































ホイールパッドを使う . 

ホイールパッドの有効/無効を切0 

替える . 

ホイールパッドの取0扱い • • • • 

メモリー容量を増やず . 

RAM モジュールの取り付け • • • • 
RAM モジュールの取り外■し • . • • 

セットアップユーティ U ティ •• 

セットアップユーティ U ティを起動 

ずる/終了ずる . 

使ラ人ごとに設定でさる項目を制限 

ずる . 

セットアップユーティ U ティを操作 

ずる . 

「情報」メニュー . 

「メイン」メ ニュー . 

「詳細」メニュー . 

「セキュリティ」メニュー . 

「起動」メニュー . 

「終了」メニュー . 

八ードディスク/ (ックアツプ機能 


八ードディスクバックアツプ機能を使用 


ずる前に . 39 

バックアップ領域を作成ずる ••• 41 
バックアップ / U ストアずる ••• 43 

再インス!ルずる（パーティシヨ 

ンを変更ずる） . 45 

再インス!ルとは . 45 

再インストールの前に . 46 

再インストールずる . 47 

本機の廃棄-譲渡時にデータを消 

去ずる . 49 

データ消去の前に . 49 

データをずべて消去ずる . 49 


パソコンの廃棄-譲渡時における八一 
ドディスク内のデータ消去について 
. 51 


• 困ったとを 


起動/終了/スタンバイ-休止状態 
の QSA _ 

本機び起動しない/バッテ U —状態表 
おランプ □ が点打しないとさは？ 

. 52 

電源は入るび Windows び正常に起動 

しないとさは？ . 已3 

ビープ音（ピーピー）が鳴り、「増設 
RAM モジ ュールエラー でず」または 
「標準 RAM のエラーでず」と表示さ 

れるときは？ . 已3 

Windows を起動ずると、チェックディ 
スク （ CHKDSK ) が始まるときは？ 

. 53 

SD メモリーカードで Windows に □ 

グオンでさないとさは？ ••••己3 
Administrator のユーザーアカウント 
で□グオンしたいとさは？ •••己4 
フ□ッピーディスクか！5起動でさない 

とさは？ . 已4 

「Remove disks or other media . 
Press any key to restart 」 が表示 

されたときは？ . 己4 

「バッテリー残量表示補正ユーティリティ」 
画面が表示されたとさは？ •••己4 
Windows の起動が遅いときは？--己己 
スタンバイ-休止が態か5リジューム 

(復帰）しないときは？ . 己已 

電源が切れない （ Windows が終了 
しない）ときは？ . 己6 


日 55目689 9 〇 1223378 9 
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パスワー ド/メッセージの Q&A 

パスワードを入力してち再度入力を 

求め6れるときは？ . 已7 

「パスワードを入力してください」が 

表示されたとさは？ . 已7 

パスワードの入力画面び表示されな 

いとさは？ . 已7 

コンピューターの管理ちのパスワード 

を忘れたときは？ . 已7 

Windows が起動せず、数字または 
メッセージが表示されたとさは？ 

. 57 

バッテリーの Q&A 

カタ □ グの記載よりちバッテ U —の 
駆動時間び短いとさは？ ••- •已8 
バッテリー状態表おランプ n がホ色 
に点打しているときは？ ••- •已8 
バッテ U -状態表示ランプ Q が点滅 

しているとさは？ . 已8 

バッテリー状態表示ランプ Q が明滅 
しているとさは？ . 已8 


八ードウェアを診断ずる 

PC-Diagnostic ユーテイリテイで診 

断ずるハードウェア . 61 

PC-Diagnostic ユーテイリテイにつ 

いて . 61 

診断ずる . 62 

エラーコードび表示された！5 

エラーコードー覧 . 64 


• 仕様一覧 

仕様 . 臣已 

ソフトウ王ア使用許諾書- • • • 68 

• お巧い合わせの前に 


カーソルの Q&A 

ホイールパッド使用時カーソルが動か 

ないとさは？ . 已9 

力ーソルが勝手に動くとさは？ 

. 59 

マウス接続時カーソルが動かない 

とさは？ . 已9 

マウス接続時ホイールパッドを無効 
にずるには？ . 已9 

画面表おの Q&A _ 

暗い/暗くなったとさは？ ••••巨0 
緑、ホ、青のドットが残ったり、正し 
い色び表示されなかったりずるとさ 


は？ . 巨0 

-瞬真っ黒になるとさは？ ••••巨0 
何ち表示されないとさは？ ••••巨0 
残像が表示されるとさは？ ••••巨0 
画面が乱れるとさは？ . 巨0 


このパソコンにトラブルびあつた 
とさは . 臣9 

1マニュアルで調べる • • • • 70 
2 Web で調べる . 70 

3八ードウエアを診断ずる 

( PC-Diagnostic ユーテイリテイ 

で調べる） . 71 

4アプリケーションソフトや周辺機 
器の製造元に問いちわせる • • 71 
已再インストールずる • • • • 71 
巨お問い合わせ/保証とアフター 


ヴービス . 71 

修理依頼表 . 73 



































画面で見る巧]『操作マニュアル』 

本機の機能詳細-操作-活用方法やセキュリティ機能について知りたいときにご覧くださし、。 

- |み1*心。。^ — I をクリックし、 S 作に。ァル 巧ク U 、 ソクして<だホい。 

心、インター木ット むホイー J レノくッド 

電子メール _ ^ キーボード _ 

む無線 LAN _ M レッツノート活用 _ 

V * な)セキュリティ Ud アプリケーシヨンソフト 

両バッテリー お运周辺機器 


画面で見るを]『困つたとをの Q & A 」 

本機が正常に 

b* の ■ - 


本機が正常に動作しないなどのトラブルび発生したときにご覧ください。 

-I み '* 。で。ル I をクリックし、と ecDClSA _ をクリックしてくださし、 


起動/終了/スタンバイ-休止状態 


パスワード/メッセージ 


インターネット/無線 LAN 


バッテリー 


液晶/画面表 


タスクトレイ 


で字入力/キー操作 


Windows 使用時 


カーソル 


サウンド 


アプリケーションソフト 


周辺機器 


ヴポートページで調べる 

本機の使用状態を確認ずる 

アプリケーシヨンソフトの問い台 
わせ巧 


V. 


已 
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このよつな絵表术は、 

してはいけない「禁止」内容でず。 

〇 

このよつな絵表术は、 

必ず実行していただく「強制」内容でず。 


バッテリーパックに関ずるを意 


A 危険 


义中に投入したり加熱 

クギを刺したり、衝撃 

したりしない 

を与えたり、分解•改 
造をしたりしない 

S) (4 


禁止 

禁止 

発熱•発乂-破裂の原因にな 
りまず。 

液漏れ.発熱.発火.破裂の原 
因になります。 

义のそばや炎天下な 
ど、高温の場所で充電* 

指定の方法で充電ずる 

使用•放置をしない 

§羣 

液漏れ.発熱.発火.破裂の原 
因になります。 

〇 

指定の方法で充電しないと、 
液漏れ.発熱-発乂.破裂の 
原因になりまず。 


プラス （+) とマイナ 
ス（一）を金属などで 
接触させない 


(S 


禁止 



発熱-発乂-破裂の原因 
になりまず。 

ネックレス、 ヘア ピンな 
どといつしよに持ち運ん 
だりイ呆管したりしないで 
ください。 


I まを上のご注意 (必ずお守りください） 

お使いになる人や他の人へのを害、財産への損害を未然に防止ずるため、必ずお守りいただく 
ことを、次のように説明していまず。 


• 表示内容を無視して誤った使い方をしたとさに生じるを害や障害の程度を、次の表示で区分 
し、説明しています。 


A 危険 

この表示の欄は、「死 t または重傷などを負ラを険び切迫して生じ 
ることび想定される」内容でず。 

A 警告 

この表示の欄は、「死 t または重傷などを負ラ可能性び想定される」 
内容でず。 

A 注意 

この表示の欄は、「傷害を負ラ可能性または物質的損害のみび発生 
ずる可能性び想定される」内容でず。 


♦お守りいただく内容の種類を、次の絵表おで、説明していまず。（下記は絵表示の一例でず。) 


安全上のごを意 


巨 
























バッテリーパックに関ずるミ主意 


A 危険 


付属のバッテリーパック 
は、必ず本機で使用する 

必ず、指定のバッテリー 
パックを使用ずる 

CF - R 己シ U —ズ専用のバッ 
テ U — パックでず。 CF - R 6 
シ U —ズじ(外に使用ずると、 

液漏れ.発熱-発乂.破裂の 
原因になりまず。 

指定（付属および指定の別売 
り商品）しソタ+のバッテリー 
パックを使用ずると、発熱- 
発乂 • 破裂の原因になりまず。 



の 

ご 


M 


A 警告 


異常が起さた！5すぐに電 
源プラグとバッテリー 
パックを抜く 


電源コード.電源ブラ 
グ- AC アダプターを 
破損ずるよラなことは 


電源プラグをは< 



しない 

(傷つけたり、加工したり、熱器具' 
に近づけたり、無理に曲げたり、 

I ねじったり、引っ張ったり、重い 
I ちのを載せた0、束ねた0しない， 


• 破損した 

• 内部に異物び入った 
• 煙が出ている 
. 異臭がずる 
-異常に熱い 

などの異常状態のまま使用ず 
ると、乂災•感電の原因にな 
りまず。 

参異常び起さた5、ずぐに本 
機の電源を切って電源プ 
ラグを抜さ、その後バッテ 
U —パックを取り夕+して、 
販売店にご相談 < ださい。 



禁止 


傷んだまま使用ずると、感電- 
ショート-火災の原因にな0 
まず。 


参コードやプラグの修理は、 
販売店にご相談ください。 


電源プラグのほこりな 
どは定期的にとる 



プラグにほこりなどびたまる 
と、湿気などで絶縁不良とな 
0、火災の原因にな0まず。 
•電源プラグを抜さ、乾いた 
巧でふいて < ださい。 

長期間使用しないときは、 
電源プラグを巧いてくだ 
さい。 
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まを上のごを意 


A 警告 


コンセントや配線器具 
の定格を超える使い方 
や、交流100 V 1 U がで 
の使用はしない 



禁止 


たこ足配線などで定格を超え 
ると、発熱による乂災の原因 
になりまず。 


めれた手で電源プラグ 
の抜を挿しはしない 


めれ手禁止 



感電の原因にな0まず。 


電源プラグは根元まで 
確実に挿し込む 


〇 



挿し込みび不完全でずと、感 
電や、発熱による火災の原因 
になりまず。 

参傷んだプラグ、ゆるんだコ 
ンセントは使用しないで 
<ださい。 


改造しない 
また、分解しない 


分解禁止 


A 警告 


高 B に 

本機を分解 
を堂しない 

抹体に表示した事現 

内部には電圧の高い部分びあ 
0、感電の原因にな0まず。 
巧部の端モや基板に軸れた 
D 、 異物を入れた0しないで 
<ださい。 

また、改造や分解は火災の原 
因になりまず。 


本機の上に水などの液 
体び入った容器や金属 
物を置かない 

成。。幽 


0 



SD メモリーカードな 
ど（別売り）は、乳幼巧 
の手の届くところに置 
かない 


禁止 

水などの液体びこぼれたり、ク 
U ップ、コインなどの異物び中 
に入ったりずると、火災-感電 
の原因にな0まず。 

参キーボードに水びかかった 
場合は、本書の] ] ページに 
従ってください。その他の 
異物び内部に入った場合は、 
ずぐに電源を切って電源プ 
ラグをなさ、その後バッテ 
U —パックを抜いて、販売 
店にご巧談ください。 


S) 

禁止 


誤って飲み込むと、 
身体に悪影響を及ぼ 
しまず。 


参 万一 、飲み込んだと思われ 
るときは、ずぐに医師にご 
相談 < ださい。 


雷が鳴り始めた!5、本機やケーブル 
に舰れない 



長時間直接触れて使用しない 


Q 

禁止 


本機や AC アダプターの温度の高し、部 
分に長時間、直接軸れていると、ほ 
温やけど'1の原因になりまず。 

*1 血流状態び悪い人（血管障害、血 
液循環不良、糖尿病、強い圧迫を 
受けている）や皮膚感覚び弱い人 
(高齢者）などは、1氏温やけどに 
な0やずい傾向びあ0まず。 


ま全上のごを意 
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A 警告 


植込み型 <じ、臓ペース 
メーカーの装着部位か 
5 22 cm 拟上離ず 

電波によりペース 
メーカーの作動に 
影響を与える場合 
びありまず。 

航空機内では電源を 
切る‘ 2 

達航のま全に支障 
をさたずおそれび 
ありまず。航空機 
内での使用につい 
ては、航空会社の 
指示に従って<だ 
さしん 

自動ドア、义災報知器 
などの自動制御機器の 
近くで使用しない 

/Ov 本機からの電波び 
(Xj 自動制御機器に影 
v-y 響を及ぼずことび 
禁止あり、誤動作によ 
る事故の原因にな 
りまず。 

病院内や医用電気機器 
のある場所では電源を 
切る‘ 2 (手術室、集中 
治療室、 CCLT 3 などに 
は持ち込まない） 

本機からの電波び 
医用電気機器に影 
響を及ぼずことび 
あり、誤動作によ 
る事故の原因にな 
りまず。 

満員電車の中など混雑 
した場所では、付近に 
，じ、臓ぺースメーカーを 
装着している方びいる 
可能性があるので、電 
源を切る*吕 

電波によりペース 
メ ーカーの作動に 
影響を与える場合 
びありまず。 

"2 やむをえずこのよラな環境でパ 
ソコン本体を使用するときは、 
無線 LAN 切り替えスイッチを 
左 （ OFF 側）にスライドさせ、 
無線 LAN の電源を切 つてくだ 
さい。ただし、航空機の離着陸 
時など、無線 LAN の電源を切つ 
てちパソコンの使用び禁止され 
ている場合ちありますので、ま 
意してください。 

*3 CCU とは、冠状動脈疾患監視 
病室の略称です。 


A 注意 


不を定な場所に置かない 

/〇.パランスびくずれ 
(\)て倒れた0、落下 
v - y した0して、けび 
の原因になること 
びありまず。 

水、湿気、湯気、ほこり、 
油煙などのをい場所に 
置かない 

火災’感電の原因 
になることがあり 

禁止 

本機の上に重いちのを 
置かない 

/ CN バランスびくずれて 
(X) 倒れた0、落下した 
、— y りして、けびの原因 
禁になることがありま 
ず。 

電源プラグを接続した 
まま移動しない 

ベ'、電源コードび傷つ 
(\J さ、火災.感電の 
、— y 原因になることび 
禁ありまず。 

参電源コードび傷ついた場 
合は、ずぐに電源プラグ 
を抜いて販売店にご相談 
<ださい。 

炎天下の車中などに長 
時間が置しない 

/<^炎天下の車中や直射 
( xJ 曰光®当たる場所な 
、—ゾど極端に高温になる 
禁止場所に放置ずると、 
キャビネットび変形した0、 
内部の部品び故障または劣化 
したりずることびありまず。 
このよラな状態のまま使用ず 
ると、ショートや絶縁不良な 
どによ0火災-感電につなび 
ることびありまず。 
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まを上のごを意 


A 注意 


電源コードは、プラグ 
部分を持って抜く 


〇 


電源コードを引つ 
張るとコードび傷 
つさ、火災-感電 
の原因になること 
びあ0まず。 


へッドホン使用時は、 
音量を上げずぎない 

/Ov ちを刺激ずるよラ 
( \)な大さな音量で長 
時間続けて聞くと、 
禁止聴力に悪い影響を 
与えることびあり 
まず。 


1時間ごとに10〜1己 
分間の休憩をとる 


〇 


長時間続けて使用 
ずると、目や手な 
どの健康に影響を 
及ぼずことびあ0 
まず。 


LAN コネクターに電話 
回線や指定外のネッ 
トワークを接続しない 

0 LAN コネクターに 
じ(下のよラなネッ 
トワークや回線を 
«と接続ずると、乂災 ■ 
感電の原因になる 
ことびありまず。 

• 100 BASE-TXJ0 BASE-T 
じ(外のネットワーク 
参電話回線 （ IP 電話、一般 
電話回線、内線電話回線 
(構内交換機）、デジタル 
公衆電話など） 


モデムは一 般電話回線 
で使用ずる 


〇 


会社、事務所など 
の内線電話回線（構 
内交換機）やデジ 
タル公巧電話に接 
続したり、本機で 
対応していない国 
や地域’ 4 で使用した 
0ずると、乂災 • 
感電の原因になる 
ことびありまず。 

*4 本機のモデムび対応している 
国や地域については己7ページ 
をご覧ください。 


AC アダプターに強い 
衝撃を加えない 

0 落とずなどして強い 
衝撃び加わった AC 
アダプターをそのま 
«止ま使用ずると、感電. 
ショート.乂災の原 
因になることびあり 
まず。 

参 AC アダプターの修理は、 
販売店にご相談 < ださし、。 


必ず指定の AC アダプ 
ターを 使用ずる 


〇 


指定（本体に付属お 
よび指定の別売 D 商 
品）が外の AC アダ 
プ ターを 使用ずる 
と、乂災の原因にな 
ることびありまず。 


安全上のごを意 
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使用上のお願い 


キーボードに水をこぼしたとを） 

本機は、キーボード上に水をこぼしてちパソ 
コン内部への浸水を極力抑えることびできる 
キーボードを面防滴を採用していまず。 

これは、キーボードにかかった水滴び、パソ 
コン内部にたまることを極力抑えるをので、 
内部部品や八ードディスクの故障/破損、デ 
一夕の破壊/消失などの防止を保証ずるちの 
ではありません。 


キーボードおよびホイールパッドのみび防;苗 

構造でず。 

その他の部分は、防滴構造ではありません。 



ホイールパッ 


♦万一、水などの液体をキーボード上にこぼ 
してしまったときは、少量の場合でを必ず 
次の処置を行ってください。こぼしたまま 
放置すると、故障の原因になりまず。キー 
ボードの防滴構造は、水滴の浸入を完全に 
防ぐちのではありません。 

①ずぐに電源を切り 、 AC アダプターを 取 
り外ず。 

③キーボード上の水滴などを、乾いた柔ら 
かい巧でふく。 



③ゆっくりとパソコン本体を水平のまま持 
ち上げ、そのまま底面に付いた水を乾い 
た柔らかい巧でふく。 

途中で傾けると、液体びパソコン内部に 
浸入して故障の原因にな0まず。 


④パソコンを水平にしたまま、乾いた場所 
に移動させる。 

水び残っている机の上などに本機を置い 
ていると、底面から浸水ずる可能性びあ 
りまず。 


⑥ふき取った後、バッテ U - パックを取り 
外ず。 

⑧必ず、修理に関ずるご相談窓□に点検を 
依頼して < ださい。 


液体をこぼしたことによる修理は、保証 
期間内でも有料となりまず。あ5かじめ 
ご了承ください。 

V_ J 


バッテリーが態表示ランプび 
Ij 点。しないとき_ ♦ 


AC アダプターとバッテ U —パックを正しく 
接続していてをノ（ッテ U —状態表示ランプび 
点なしないときは、 AC アダプターの保護機 
能び働いている場合びありまず。 

AC コードを抜き、 ] 分！;(上待ってから再度接 
続してください。 

それでをランプび点打しない場合は、ご相談 
窓口にごホ目談ください。 






はじめに 
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巧用上のお願い 


内蔵 A - ドディスクのデータ保護) 

データ保護のために;夕のことをお守りくださし、。 

♦パソコン本体の取り扱いには十分ま意し、 
衝撃を与えない。 


八ードディスクは衝撃に 
弱く、破損するとデータ 
や Windows およびアプ U 
ケーシヨンソフトび使え 
なくなることびありまず。 

参 Windows やアプリケーシヨンソフト①動 
作中および八ードディスク状態表示ランプ 
昌の点'灯中は、電源を切5ない。 

八ードディスクのトラブ 
ルを避けるため、[スター 
卜]メニューから電源を 
切って< ださい。 


使用中に本機び熱いと感じ I 

_ J 

巳 PU の動作などにより本機び熱くなることび 

ありますび、故障ではありません。 

次の設定を行ラと、パソコン内部の発熱を下 

げることびでさまず。 

参[スタート]-[コント□ールパネル]-[パ 
フォーマンスとメンテナンス]-[電源オプ 
シヨン]をク U ツクし、[電源設定]を[バツ 
テ U の最大利用]に設定ずる。 

♦3 D グラフィツクスを利用したスク U —ン 
セーバーを使っている場合は、他のスク 
U - ンセーバ ー( 例 ： [Windows XP ]、 口' 
ランク])に変更ずる。 

スク U —ンセーバーを変更ずるには、デス 
クトツプをもク U ツクし、口 □パティ]-[ス 
ク U - ンセーパー]をク U ツクし、スク U - ン 
セーノ（一名をク U ックしてください。 




♦磁気を発生ずるもの（磁石、磁気ブレスレツ 
卜など）を近づけない。 



八ードディスクに保をさ 
れていた データび 消失ず 
るおそれびあ0まず。 


気温び高い場所でお使いにな 

、る巧口._ 


気温び高い場所で連続してお使いの場合、パソ 
コン内部の発熱を下げるモードに入るため、一 
時的に動作び遅くなることびあります。 


♦データの機密保護としてセキュリティ機能 
を活用ずる。 





『操作マニュアル』 
(セキュリティ）」 


お線 LAN ご使用時の七キュ 
U テイにごいて 


工場出荷時、無線 LAN のセキュ U ティに関ず 
る設定は行われていません。 

無線 LAN をご使用になる前に、必ず無線 LAN の 
セキュ U ティに関する設定を行ってください。 

-『操作マニュアル 』 「cr (無線 
LAN )」 

無線 LAN では、 LAN ケーブルを使用ずる代 
わ0に電波を利用してパソコンと無線 LAN ア 
クセスポイント（別売り）との間で情報のや 
り取りを行いまず。このため、電波の届く範 
囲であればネットワーク接続び巧能であると 
いラ利点びありまず。 

その反面、ある範囲であれば障害物（壁など） 
を越えて電波び届くため、セキュ U ティに関 
する設定を行っていないと、次のよラな問題 
び発生ずる可能性びありまず。 
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♦通信内容を盗み見られる 
悪意ある第=ちび、電波を故意に傍受し、次の 
よラな通信内容を盗み見る可能性びあります。 

• ID やパスワード 

•クレジットカード番号などの個人情報 

• メール 内容 
♦不正に侵入される 

悪意ある第己ちび、無断で個人や会社内のパ 
ソコンやネットワークへアクセスし、次のよ 
うなことを行う可能性びありまず。 

• 個人情報や機密情報を取り出す(情報漏えし、） 
•特定の人物になりすまして通信し、不正 
な情報を流す（なりすまし） 

• 傍受した通信内容を書さ換えて発信する 
(改ざん） 

• コンピューターウイルスなどを流し、デー 
夕やシステムを破壊する（破壊） 

本機の無線 LAN 機能や無線 LAN アクセスポイ 
ントには、これらの問題に対応するためのセ 
キュ U ティに関する設定び用意されています。 
本機では、使用する無線 LAN アクセスポイン 
卜にあわせて設定をする化要びあるため、お 
買い上げ時にはセキュ U ティに関する設定は 
行われていません。無線 LAN をご使用になる 
前に、必ず無線 LAN のセキュ U ティに関する 
設定を行ってください。 

無線 LAN のセキュ U ティに関ずる設定を行っ 
て使用することで、問題び発生ずる可能性は 
かなくなりまずび、無線 LAN の仕様上、特殊 
な方法で通信内容を盗み見られたり、不正に 
侵入されたりずる場合びありまず。ご理解の 
ラえ、ご使用ください。 

セキュ U ティに関ずる設定を行わないで使用 
した場合の問題を十分に理解したラえで、お 
客さま自身の判断と責任においてセキュ U 
ティに関ずる設定を行ラことをお勧めしま 
す。お客さまご自身で対処でさない場合は、 
お客様ご相談センターにご相談ください。 


八ードディスクのバックアップ 
と復元 


八ードディスクに保をしている電モメールや 
アドレス帳、お気に入りなどの必要なデータ 
は、定期的にバックアップを取ることをお勧 
めしまず。 

詳しくは^『操作マニュアル』「 （ イ 
ンターネット)」または「13 (電モメール)」 
をご覧ください。 



故障や不本意なデータ更新/消失などのトラブ 
ル発生時の被善を最ル限1^^抑スるため1しは、 
定期的なデータのバックアップび有効です。 
(「八ードディスクバックアップ機能」-►39 
ページ） 


周辺機器の使用について ) 

パソコン本体、周巧機器、ケーブルなどの故 
障を防ぐため、次の点にを意して<ださい。 

♦仕様に適合した周辺機器を使用ずる。 

♦コネクターの形状、向さにを意して、正し 
く接続ずる。 

♦接続しにくし)場合は無理に挿し込まず、もう 
一度コネクターの形状、向去などを確認する。 

♦固定用のネジびある場合は、ネジを締める。 

♦ケーブルを取り付けたまま持ち運んだり、 
ケーブルを強く引っ張った0しない。 

また、本書および^『操作マニュアル』と 
合わせて、使用ずる周迅機器に付属の取扱説 
明書をご覧 < ださい。 


はじめに 
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I 巧用上のお願い 


丽の明るをを調舊する 


を押して調整してください。 
巧ずごとに明るさび変わりまず。 

明るくすると、バッテ U —の駆動時間は短くなりまず。 


AC アダプターを巧<とお<なる 


工場出荷時、 AC アダプターを接続していない状態では画面を暗くずるよラに設定されていまず。 

画面を暗くずると消費電力を節約でさるので、バッテ U —での使用に適していまず。 



AC アダプターを接続しているとさと接続していないとさの明るさを、パソコンび別々に覚えて 
いるため、 AC アダプターを巧続していないげ熊で m + m を押して明るくずると、その日月るさ 
び保持され、次に AC アダプターを巧いたと去ち調整した明るさになります。（明るくしていると、 
バッテ U —での駆動時間び短くな0ます。） 


SD メモ U — 力ードス□ットについて I 

容量吕 G 己までの Panasonic 製 SD メモリーカードの動作を確認済みでず。容量 4GB な 

上の SDHC メモリーカードをおほいになる場合は、 SDHC 対応の力ードリーダーまたは 
Windows Vista™ へのアップグレードび化要です。 SDHC 対応機器は、 Panasonic パソコ 
ン周辺機器 （ P 3) にてご用意していまず。アップグレードについてはお客さまの責任となりま 
すので、あ5かじめご了承ください。 

驱動時亂こついて ) 

バッテ U —の駆動時間は、使い方や使用環境によって大さく変わりまず。 

本機では、他のメーカーとの比較のために共通の測定法として社団法人電子情報技術産業協会 
のリ曰 TA バッテ U 動作時間測定法 (Ver.l.O)J (LU 降、 J 曰 TA 測定法と表記）を採用していまず。 

にク^^ - 

本書やカタ□グなどに記載の J 曰 TA 測定法に基づいて測定された数値は、画面を暗くずるなど 
消費電力を抑えた状態で測定しているため、画面を明るくして使っていたりずると、 J 曰 TA 測 
定法の約 7 〜 8 割の駆動時間になりまず。 



ツバ 


日育く 

明るく 


を押し 

戶 1 

巧 

1 Fn 1 

ながら 

い々 .1 

1 か‘ 1 


はじめに 
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使用-保管-お手入れについて 


使用/巧管に適した損境 

♦平らで落下のおそれびない場所 

パソコンび落下ずると、本体に衝撃び加わ 
0 誤動作や故障の原因にな0まず。 

♦使巧時の温度：已で〜3已で 

湿度： 30 % RH ~80 %RH 

(結露なさこと） 

保管時の温度： 一 2 crc 〜日ぴ C 

湿度： 30 % RH ~90 %RH 

(結露なさこと） 

上記の範囲内であってを、な温、高温、高 
湿度など極端に偏った環境で長期間使い続 
けると、製品の劣化により製品寿命び短く 
なるおそれびあ0まず。 

♦熱のこをらない場所 

ビニールシートなどを敷いた上でパソコン 
を使用すると、本体に熱びこちり故障の原 
因になりまず。 

♦磁気を発生ずるをのおよび磁気カードなど 
から離れた場所 

•磁石、磁気ブレスレットを近づけないで 
<ださい。 

. 本機は下図の丸印の位置に磁石および磁 
気製品を使用していまず。磁気カードや 
磁石、磁気ブレスレツトなどび触れた状 
態にしないでください。 



昼夜連続して使用ずるなど、使用状態によつ 
ては保証期間内でち部品の寿命による交換び 
必要になる場合びありまず（有償になる場合 
びありまず）。 


反ち運ぶとき _ 


お巧 D < だをい 


♦本機は、八ードディスクドライブなどへの 
衝撃びルさくなるよラに設計されていまず 
び、衝撃による故障は保証しかねまず。本 
機は精密機器でずので、取り扱いには十分 
を意して < ださい。 

♦電源を切る。 

♦外部装置やケーブル、本体から突さ出た 
PC 力ード、 SD メモ U - 力ードなどをずべ 
て取り外ず。 



♦ディスプレイを閉じ、ディスプレイラッチ 
部分（- ► SI ページ）びさちんとかみ合つ 
ていることを確認ずる。 


♦ディスプレイやディスプレイの周0のキヤ 
ビネット部を持って運ばない。 



♦落としたり机のちなど硬いをのにぶつけた 
りしない。 

♦航空機利用時は次のことを守る。 

•パソコンやディスクなどは、手荷物とし 
て持つ。 

•航空機内の使巧は、航空会社のおおに従 
ラ。 

♦液晶部分び破損ずるおそれびあるため、 
バッテ U - パックを取り外しているとき、 
ディスプレイを閉じた上から必要じ(上の力 
を加えない。また、この状態でかばんなど 
に入れて持ち運ぶとさを、満員電車などで 
力びかからないよラに気を付ける。 


はじめに 


1已 












I 使用-保管-お手入れについて 


お勧めします 


♦ AC アダプターと、予備のバッテ U —パッ 
ク（別売 0) を用意ずる。 

参予備のバッテ U —パック（別売 0) は、コ 
ネクター保護のためビニール袋などに入れる。 

♦ SD メモ U —カードなどにデータのバック 
アップを取る。 


お手入れ 


♦ディスプレイやホイールパッドのお手入れ 
は、ガーゼなどの乾いた柔らかい巧で軽< 
ふいて < ださい。 

♦ディスプレイ政外の部分やホイールパッド： 
にちれび付着した場合は、水または水で薄 
めた台所用洗剤（中性）に浸した柔らかい 
巧をかた<絞ってやさし<巧れをふさ取っ 
て < ださい。 

中性の台所巧洗剤 LU 外の洗剤（弱アルカリ性 
洗剤など）を使用ずると、塗装びはげるなど、 
塗装面に影響を与えることびありまず。 


にク^ - 

♦ベンジンやシンナー、消青用アルコールな 
どは使わないでください。塗装びはげるな 
ど、塗装面に影響を与える場合びありまず。 
また、市販のクリーナーや化粧品の中にも、 
塗装面に誇響を与える成分び含まれている 
場合がありまず。 

♦水やミ先剤を直接かけたり、スプレーで噴き 
かけたりしないでください。液び内部に入 
ると、誤動作や故障の原因になりまず。 


はじめに 
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表記について 


| ： nterl) 


Fn 




キーボードの Enter キーを押ず 
こと。 


キーボー ドの Fn キーを 押しなが 
5、 F 已 キーを 押すこと。 


m と D (左側）の機能 
を入れ換えてお使いの場合 
(- ► 32 ぺージ）は、 D と 
ra を置さ換えてご覧くだ 
さい。 


[スタート]画面上の[スタート]をクリック 
-[検索] した後、[検索]をクリックずる 

こと。 


-► 


皆 


参照巧 


画面で見るマニュアルのこと。 


参本書では、コンピューターの管理ちの権限 
で□グオンした場合の手順や画面表示で説 
明していまず。 

制限付きアカウントのユーヴーや Guest ア 
カウントで実行できない機能びあったり、 
説明と異なる画面び表おされたりした場合 
は、コンピューターの管理者の権限で□グ 
オンして操作して < ださい。 

参本書では、 「 Microsoft ® Windows ® XP 
Professional 正規版 Service Pack 2 tz 
キュ U ティ強化機能搭載」を 「 Windows 」 
または 「Windows XP Service Pack 2 J 
と表記しまず 

♦別売0の商品について 

本書で使用している商品品番は変更になる 
ことびありまず。最新のカタ□グまたはご 
相談窓口で確認してください。 


>再インス!-ールについて 

再インス!-ールとは、八ードディスクを 
フォーマットして、 Windows をインストー 
ルし直ずことでず。 

再インス I -ールを実行ずると八ードディス 
クの内容は消去され、工場出荷時の状態に 
民りまず。 

お客さまび作成したデータは、他のメディ 

アや外付けの八ードディスクへ必ずバック 

アップを取っておいて<ださい。 再インス 
トールの方法や確認事項については「再イ 
ンス I ルずる（パーティシヨンを変更ず 
る)」 ► 45ぺージ）をご覧ください。 

>無線 LAN を内蔵していないモデルをお使 
いの方へ 

無線 LAN を内蔵していないモデルをお使い 
の方は、本書および^『操作マニュアル』 
などに記載されている無線 LAN 機能をお使 
いいただ<ことはでさません。また、無線 
LAN 機能に関連ずる項目などを表示されま 
せん。 

例：セットアップユーティ U ティの「詳細」 
メニューの[無線 LAN ] 


はじめに 
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画面で見るマニユアルの見方 


:欠のマニュアルは本機に保巧されていて、 Windows のセットアップ（- ► 『準備と設定ガイド』 
の巨〜8ぺージ）び終わった後起動して、見ることびできまず。 


『操作マニュアル』『困ったと 
をの Q&A 』 を見る 


n [スタート]-[操作マニュアル] 
をクリックする。 

参デスクトップの iQ (バッテ U —等の 
上手な使い方）をダブルク U ックずる 

と、^^嶋作マニュアル』の「巧(パ'ッ 
テ U —)」び表おされまず。 


『内蔵セキュリティチップ ( TPM ) 
ご利用の手弓樹を見る ( PDF お式) 


n [スタート]-[操作マニュアル] 
をクリックする。 

@ (セキュリティ） ] をクリッ 

U クし、[データを暗号化する]をク 
リックする。 

巨！説明をよく読み、[内蔵セキュリ 
ティチップ ( TPM ) ご利用の手 
引を]をクリックずる。 


『内蔵モデムコマンドー質』 
を見る （ PDF が式） 


11 [スタート]-[ずべてのプ□グラ 
〜ム HPanasonic ]- [オンラインマ 
ニュアル]-[内蔵モデムコマンド 
一覧]をクリックする。 


Windows のヘルプを見る 


n コンピューターの管理者の権限で 
□グオンし、[スタート]-[ヘルプ 
とヴポート]をクリックする。 

制限ユーヴーで□グオンずると、一部参 
照でさないページびありまず。 


メモ 


PDF 形式のマニュアルを印刷ずるとさに 
「Before you 巳 an perform print-related 
tasks such as page setup or printing 
a document , you need to install a 
printer .」 び表おされた場合、次の手順で 
プリンタードライバーをインストールして 
<ださい。 

① [0 K ] をク U ックし、画面を閉じる。 

③[スタート ]-[ プ U ンタと FAX ] をク U ッ 
クずる。 

③[プ U ンタのインストール]をク U ック 
ずる。 

じ(降、画面のおおに従ってプ U ンタードラ 
イバーをインス I -ールしてください。 


はじめに 
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I 各部の名赖と働を 


名称 

働き/参照巧 

A 

フアンクシヨンキー 

II Fn 11と細み合わせて押すと、各キーに割0当てられている機能び働きます。 

B 

スピーカー 

• 音量調整 ： II Fn II + II F 已 II (下げる）/ II Fn 11 + II F 6 11 (上げる） 

• スピーカーのオン/オフ：1 「 Fnll +『 F 41 I 

C 

電源スイッチ/ ^卜 
電源状態表示ランプ W 

約1秒間押すと電源が入り、電源状態表示ランプが点灯しまず。4秒政上押し続 
けると、強制的に電源が切れます。 

(電源状態表示ランプ- ► 22 ページ/電源スイッチ- ► 23 ページ） 

D 

キーボード 

— 

E 

ホイールパッド 

-► 『準備と設定ガイド』の「ホイールパッドの基本操作」 

2 已ページ 

F 

無線 LAN 用アンテナ 
(内蔵） 

無線 LAN 通信用のアンテナが内蔵されていまず。 

-►ご >1 『操作マニュアル』 「0^ (無線 LAN )」 

G 

状態表示ランプ 

①固 ECO 日 
国 因 画 員 

-►22 ページ 

H 

無線 LAN 切り替え 
スイッチ 

WIRELESS LAN 

無線 LAN の電源を入れる（ち側）/切る（左側）を切り替えまず。 

-『操作マニュアル』 巾广 （無線 LAN )」 

1 

ディスプレイ 
(内部 LCD ) 

明るさ調整：11 Fn 11 + 11 FT II (下げる）/1 Fn 11 + 11 F 2 II (上げる） 

今14ページ 

J 

LAN コネクター 蟲 

LAN ケーブルを接続しまず。 S ニポート U プ U ケーターを接続している場合、 
LAN コネクターは使用でさません。 S ニポート U プ U ケーターの LAN コネク 
ターを使用してくださし、。 

-► 『操作マニュアル』「インターネット)」の r 有線 LAN で接続ずる」 


はじめに 
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I さ部の名茄と働を 


名称 

働さ/参照先 

K 

モデムコネクタ ー 0 

E ジュラーケーブルを接続します。 

-► ^『操作マニュアル』「インターネット)」の r 電話回線で接続ずる」 

L 

USB ポート ^ 

USB ケーブルを接続しまず。 

-► ^『操作マニュアル』(周辺機器)」の rusB 機器を接続する」 

M 

セキュリティ□ック 

ケンジントン社製のセキュ U テイ用ケーブルを接続ずることがでさまず。 

接続のしかたはケーブルに付属の説日月書をご覧 < ださい。 

セキュ U テイ□ックおよびセキュ U テイケーブルは盗難を予防ずるちので、 
万一発生した盗難事故による被害については責任を負いかねまず。 


A 

バッテリーパック 

-►『準備と設定ガイド』3ぺージ、^『操作マニュアル』「巧（バッテリー)」 

B 

ラッチ 

バッテ U —パックび正しく取り付けられると自動的にロックされます。取りが 
すとをは、内側にスライドしてロックを解除します。 

-► 『準備と設定ガイド』3ページ 

C 

拡張メモ U - スロット 

別売りの RAM モジュールを増設します。 

-4 2目ぺージ 
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名称 

働を/参照巧 

A 

電源端モ 机 

AC アダプターを接続します。 

B 

S 長だ プレィ □ 

外部ディスプレイのケーブルを接続します。 S ニポート U プ U ケーターを接 
続している場合、コネクターは使用でさません。ミニポート U プ U ケーター 
のコネクターを巧用してください。 

-► 鴨作マニュアル』 「吃 （周辺機器)」の r 外部ディスプレイを使う」 

C 

S ニポー トリ プリ pYT 
ケーターコネクター ヒ乂 1- 

別売りのミニポート U プ U ケーター(品番：巳 F-VE 目 U 0 巳 AU ) を接続しまず。 

D 

PC カー ドス□ット 

-► ^『操作マニュアル』 「化::； （周辺機器)」の 「 PC 力ードを使う」 

E 

SD メモリー 
力ードス□ット 

SD メモリーカード専巧です。マルチディアカードおよび SDHC メモ U — 
カード （4 GB じ (上のモリーカード）には対応していません。 

-► @『操作マニュアル』「ち S (周辺機器)」の旧 D メモ U - 力ードを使う」 

F 

ディスプレイラッチ 

ディスプレイを閉じてラッチびロック状態になると、スタンノ（イ状態や体止 
状態に入ります。操作を再開するとをはディスプレイを開けてください。 

G 

マイク入力端テ / 

コンデンサー型マイク□ホンを使巧でをます。それ！;(がを使用すると、音の 
入力びでをなかったり、故障の原因になった0する場合びあります。 

• ステレオマイクを使ってステレオで録音する場合： 

画面ち下のタスクトレイの <0 をダブルク U ックし、[オプション]-[プ □ 

バティト隨音卜 [OKH オプション]-[卜ーン調整]-[卜ーン]を順にク U ック 
して[モノマイク]のチェックマークをがした後、[閉じる]をク U ックして 
<ださい。 

• 2極プラグタイプのモノラルマイクをお使いになる場合： 

上記設定を行ラと、左側の音声のみの録音になります。 

ヘッドホンでマイク音をモニターした場合、上記設定にかかわらず、左側 
からしか音び出ません。これは、本機の仕様で故障ではありません。 

H 

オーディオ出力端子 D 

市販のオーディオ用へッドホン、アンプ付きスピーカーなどを接続しまず。 
接続すると、内蔵スピーカーからの音は出なくなります。 
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が態表示ランプ 



の画 ECO 〔 


国巧画賣 


名称 


が態/参照巧 


電源状態表示 
ランプ 


& 

① 


• 消口：電源オフまたは休止状態 
• 点口：電源オン 
• ち滅：スタンノくイ; I ず肯邑 

工場出荷時の状態では、内部 LCD の明るさに合わせてランプの日月るさが変わ 
ります。 

スタンバイ状態または休止状態から復帰するには、電源スイッチを押してくだ 
さい。 


SD メモリーカード 
状態表示ランプ 


國 


SD メモ U —カードへのアクセス時に点なします。 


1」 ノニ— t —卜 

( ECO ) ランプ 


ECO 


バッテ U —のエコノミーモード （ EC 日）の有効/無効を表します。 

• 消口：無効 
• ち口：有効 

• 点滅：有効（残量80%まで放電中） 


バッテリー状態 
表示ランプ 


• 消口：バッテリーパック未装着または充電していない状態 
• オレンジ色点灯/明滅：充電中 
• 緑色点灯：充電完了 
• 赤色点灯：残量約下 

•赤色点滅、オレンジ色点滅：「バッテ U —の Q & A 」 の「バッテ U —状態表示 
ランプ□び点滅しているとさは？」（-►巳8ページ）をご覧ください。 


Caps Lock ランプ 
(キャップス□ック） 


圓 


履而 H を押しながら UCa 阳 Lock H を巧すと点灯または消: n し、入力でさるアルファ 
べットの種類を表します。 

• 点灯：大文字 
• 消口：小文字 


區碼 I を押すと点巧し、下図のよラにキーボードの一部がテンキーとして機能 
します。ランプ点口時にキーを押ずと、キーボード上の数字または演算記号が 
入力でさまず。 

解除するには、もラー度^3を押します（ランプ消灯）。 

テンキーモード 


NumLock ランプ 
(ナム□ツク/ ID 

テンキーモード） 




國の機能は、アプ U ケーシヨンソフトにより異なります。 


ScrLk ランプ 
(スク□—ル□ツク） 


|^口 をキ田しなげら jai ( ScrLk ) を押すと点灯または消口しまず。使用する 
アプ U ケーシヨンソフトによって機能が異なります。 


バードディスク状態白 
表示ランプ 胃 


八ードディスクへのアクセス時に点灯します。 


はじめに 
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電源を入れる/切る 


電源を入れる 


巧めて電源を入れるときの操作は『準備と設 
定ガイド』をご覧ください。 

n 電源スイッチむを約1砂間巧す。 

♦電臟》おンプむも'よび①び点 
灯したら手を離しまず。 

♦電源スイッチを4秒じ(上巧したり、連 
続して巧した0しないで<ださい。 



回 


>起動中（カーソルび砂時計憂から通 
常のをの^^に戻0、八ードディスク 
状態表示ランプ貢び消えるまで）は、 
次のことをしないで < ださい。 

• AC アダプターを 抜さ挿しずる。 

• 電源スイッチを操作する。 
•キーボード、ホイールパッド（外部 
マウス）に触れる。 

• ディスプレイを閉じる。 


Windows に□グオンずる。 

複数のユーヴーアカウントを作成してい 
る場合は、 八ードディスク状態表おラン 
プ冒び消'えてから、 ユーヴーアカウン 
卜のアイコンをク U ックしまず。 



ューザー 
アカウント 
のアイコン 


>パスワードを設定している場合は、パ 
スワードを入力して國をク U ックし 
てください。正しいパスワードを入力 
するまで操作でさません。 


♦文字入力の設定びキヤツプス □ ツクや 
ナム□ック ► 22ぺージ）になつ 
ていないことを確認してください。 


メモ 


お買い上げ時は省電力設定びされているた 
め、操作やデバイスへのアクセスびない状態 
び一定時間続くと、省電力機能び働さ画面の 
表示び消えまず。 

• ホイールパッド、キーボードを操作ずる 
と元の状態に戻りまず。 

動作に影響のないキー ( IM や^0な 
ど）を巧して<ださい。 

また、本機を操作しないと、スタンバイ 
状態に入りまず。電源スイッチを巧ずと 
元の状態に戻りまず。 


電源を入れたを、すぐに下の画面 
び表示された6… 




本機のセキュリティのため、スーパーバイ 
ザーパスワードまたはユーザーパスワードび 
設定されていまず。パスワードを入力し M 
を押してください。正しく入力ずると起動し 
まず。 

3回間違えるかパスワードを入力せずに約] 
分経過すると、電源び切れまず。 


使ってみる 
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電源を入れる/切る 


電源を切る 


ホイールパッドをほって電源を切る 


P 必要なデータを保巧して、各種ア 
プリケーシヨンソフトを終了ずる。 

P [スタート]-[終了オプシヨン]を 
クリックする。 


r > 重要 1 - 

参電源が切れるまでは、次のことをしないで 
<ださい。 

• AC アダプターを 抜さ挿しずる。 

• 電源スイッチを操作ずる。 

•キーボード、ホイールパッド（外部マウ 
ス）に触れる。 

• ディスプレイを閉じる。 

♦電源を切った後、再び電源を入れるまで 
10秒 ULh あけてください。 


0 [電源を切る]をクリックする< 

W 電源び切れます。 


ごュー々の電源を切る 


© 


起動し直したい場合（再起動）は[再起 
動]をク U ックしまず。 


メモ 


♦パソコン本体に AC アダプターを接続して 
いないとさはコンセント側を抜いておいて 
ください。 AC アダプターをコンセントに 
接続しているだけで約].已 W の電力び消費 
されまず。 

♦電源び切れている状態でを電力を消費しま 
す。満充電にしていてを約].已か月でバッ 
テ U —残量びなくなりまず。 


キーボードをほって電源を切る 


〇國、國の順に巧し、圆圆画画で 
[電源を切る]を選ぶ。 


回 1^3を巧す0 


おをかすなど、操作を中断する 


「スタンバイ」または「休止状態」と呼ばれ 
る機能を使うと、次回電源を入れたとき、操 
作していたアプリケーシヨンソフトやフアイ 
ルび表示され、ずぐに操作を再開ずることび 
でさまず。 


を巧ずと、スタンバイ状態にな 

りまず。 


•固十圆を巧ずと、休止状態になりま 
す。 

♦電源スイッチを巧すと元の状態に戻りま 
す。 


使ってみる 
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I ホイールパッドを巧ミ 

マウスと同じように力ーソルを動かしたり、機能を選巧したりずるときに使いまず。 

使い方については、付属の『準備と設定ガイド』①「ホイールパッドの昼本操作 J (-►已ぺージ) 
または^『操作マニュアル』の「控（ホイールパッド)」をご覧ください。 


操作面(ホイールパッド) 



ホイールパツドのち効/無効を 
り替える 


USB マウスの巧さ挿しに連動してホイール 
パッドの有効/無効を切り替えることができ 
まず。 

この機能を使うには、セットアップが必要で 
ず。 

n [スタート]-[ファイル名を指定し 
~て実行]をクリックする。 

@半角英字で巧のように入力し、 
[0 K ] をクリックずる。 

巳: ¥ util ¥ umouhelp ¥ setup'exe 

巧セットアップの画面で[はい]をク 
U リックする。 

「 USB マウスヘルパーをご使用になる前 
に」び表示されまずので、内容をよ < 読 
んで、因をク U ックして<ださい。 

Q [巧へ]をクリックずる。 

旦[はい、今ずぐコンピュータを再 
U 起動しまず]をクリックし、[完了] 
をクリックする。 

パソコンび再起動しまず。 

詳しくは、^『操作マニュアル』「电3调 
迅機器)」の r 外部マウスを使ラ」をご覧くだ 
さし、。 


ホイールパッドの取り扱い 


ホイールパッドは、指で操作ずるように設計 

されていまず。 

♦操作面に物を置いた0、つめなど先のと 
びったをの、硬いをの、鉛筆やボールペン 
のよラな跡の残るをので強く巧さえたりし 
ないで < ださい。 

♦油などでホイールパッドを巧さないでくだ 
さい。カーソルび正常に動かなくなりまず。 

♦ホイールパッドにちれび付着した場合、 
ガーゼなどの乾いた柔らかい巧か水で薄め 
た台所用洗剤（中性）を浸してかたく絞っ 
た柔らかい巧で巧れを取り除いてくださ 
い。 

♦ベンジンやシンナー、消毒用アルコール、 
中性の台所用洗剤];<(外の洗剤（弱アルカ U 
性洗剤など）を使用ずると、塗装びはげる 
など塗装面に影響を与えることびありま 
す。使用しないでください。 


喊- 

ダブルク1」ックの速さやボタンを巧したとさ 
の動作は、[スタート]-[コント□-ルパネ 
ル]-[プ U ンタとその他の八ードウ エア]- [マ 
ウス]をク1」ックし、「マウスのプ□パテイ」 
画面で変更でさまず。 


使ってみる 
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I メモリー容量を増やず 

本機にはお張メモリース□ットび1つ用意されていまず。別売りの RAM モジュールを増設し、 
搭載されているメモリー容量を増やずことにより、 Windows やアプリケーシヨンソフトの処理 
速度を上げることができまず（お使いの使用条件により効果は異なりまず)。 


に/^^ - 

次のことにごま意ください。 

♦ RAM モジュールは CF - BAWO 已] 2 U など 
の推奨品をお使いください。 

推奨品については、弊社の最新のカタ□グ 
や Web ページでご確認いただけまず。推奨 
品 LU 外の RAM モジュールを取り付けると、 
正常に動作しなかった0、故障の原因に 
なったりずる場合びありまず。 

また、場合によっては発熱によりカバーび 
変形ずる場合びあ0まず。 

♦増設可能な RAM モジュールの仕様について 
は、 r 仕様」 ► 6已ぺージ）をご覧ください。 
♦推奨品 L ソ外の RAM モジュールを使用した 
場合や誤った方法で取り付けまたは取り外 
した場合の故障や損害について、弊社では 
責任を負ラことはでさません。 

RAM モジュー j レの種類や取り付け方法をご 
確認のラえ、正しいち法で装着してください。 

♦ RAM モジュールは、静電気に巧して非常 
に弱い部品で、人間の体内にたまった静電 
気により破壊される場合びありまず。 
取り付け/取り外しのときは、本体内部の 
部品や端テなどに触れないでください。 

参 RAM モジュールの取り付け/取り外しは、本 
体の電源を切り、 AC アダプターやノくッテ U — 
パックを取り外してから行ってください。 
スタンバイ•イ木止状態のときに、取り付け/ 
取り外しを行わないでください。 

♦ク U ップなどの異物を入れないでください。 
機器び破損したり、火災•感電の原因にな 
りまず。 

♦ネジ山をつぶさないよラ、ネジの大ささに 
合ったドライバーをお使いください。 


RAM モジュールの取り付け 


n パソコンの電源を切り、 AC アダプ 
U 夕-を取り夕は。 

回 本体を裏返ず。 

@左ちのラッチを□ック解除'の 
方向にスライドした状態で、バッ 
テリーパックを本体と平行にが側 
へ押し出す。 

ラッチび□ックされた状態で、無理に 
バッテ U —パックを取り外さないでくだ 
さい。バッテ U —パックび破損ずるおそ 
れびありまず。 



0ネジを取りかし、カバーを引き巧 
W いてかず。 

拡張メモ U —ス□ットの位置は手順3を 
ご覧ください。 


ネジ カバー 



使ってみる 


2白 


























m ス□ツトの凸部と RAM モジユー 
ルの切り 欠を部の向きを合わせて 
持ち、ス□ットと平行に RAM モ 
ジュールを軽く合わせる。 




ご 


凸部!向り欠き部 


巧 


RAM モジュール 



20° ~30°の角度 


ロット（横から見たイメージ図） 


巧 金属の端子び見えなくなるまで、 
^ス□ットと平行にしっかりと挿し 
込む。 

♦挿し込みにくい場合は、無理に力を加 
えず、再度モジュールの向さを確認し 
て < ださい。 

♦しっかりと挿し込まずに次の手順を行 
ラと、スロットび破損ずる場合びあり 
ます。 



Q 左ちのフックで□ックされるまで 
倒す。 



倒しにくい場合は、無理に力を加えず、 
再度モジュールの向さや挿し込み具合を 
確認してください。 

n カバーを取り付け、ネジで固定す 
る。 



0バッテリーパックを矢 EP の方向に 
スライドして取り付ける。 

バッテ U - パックの向きにを意してくだ 
さい。 



使ってみる 


27 






























メモリー容量を増やず 


m バッテリーパックがしっかりと固 
W 定されていることを確認ずる。 

左ものラッチは、バッテ U - パックび正し 
く取り付けられると自動的にロックされ 
ます。左ちのラッチび正しく□ックされて 
いることを確認してください。□ックされ 
ていない状態で本機を持ち運ぶと、パッテ 
U —パックび夕+れることびあります。 

Q ) AC アダプターを取り付ける。 


メモ 


♦ RAM モジュールの挿し方を間違えたり、 
推奨品 L ソ外の RAM モジュールを取り付け 
た0ずると、パソコンの電源を入れたとさ 
に「増設 RAM モジュールエラーでず」と 
いラエラーメッセージび表おされる場合び 
ありまず。その場合は、パソコンの電源を 
切り、 RAM モジュールび推奨品であるこ 
とを確認して、正しく取り付け直してくだ 
さい。 

♦増設したメモ U —サイズは、セットアップ 
ユー 了 ィ U 了ィの「情報」メニュー（今 
32ページ）の[メモ1」ーサイズ]で確認で定 
ます。工場出荷時のメモ U —サイズは「仕様」 
(_ ►日已ぺージ）のメインメモ U - をご覧く 
ださい。 


RAM モジュールの取りかし 


「RAM モジュールの取り付け J の手順1〜4 
の後、次の手順で取りがしてください。 

11左ちのフックを外側にゆっくりと 
•• 広げる。 

RAM モジュールび斜めに持ち上びります。 

フック 



g ゆっくりとス□ットから取りがず C 



@カバーとバッテリーパック 、 AC 
アダプターを取り付ける。 （■► 
2巨ぺージ 「 RAM モジュールの取 
り付け」の手順8〜1 1) 


使ってみる 
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I セットアップユーテイ IJ テイ 

セットアップユーティリティは、本機の動作環境（パスワードや起動ドライブなど）を設定ず 
るためのユーテイリテイでず。じ(下の巨メニューびありまず。 

「情報」、「メイン」、 r 詳細 J 、 「セキュリティ」、 r 起動 J 、 「終了」 


セットアップユーティ U ティを 
^起動する/終了する_ 


起動する 


II本機の電源を入れる。または、 
Windows を終了して再起動ずる。 

白本機の起動をずぐ、 「Panasonic」 
起動画面び表示されている間に 
を巧ず。 



@パスワードを設定している場合 
は、下の画面び表示されるので、 
パスワードを入力し、區国を巧ず 0 



顧 : ZS - 

を巧ずタイミングび遅いとセットアッ 
プ ユーティ U ティ は起動しません。 
Windows を終了して起動し直してください。 
♦セットアップ ユーティ U ティ の画面を内部 
LCD と外部ディスプレイの両方に表示ずる 
ことはでさません。 

m + m を巧して表示ホを切り替ミる 
と、外部ディスプレイまたは内部 LCD のど 
ちらかに表示されまず。 

♦パスワードを設定していてち[起動時のパス 
ワー円び[無効]になっている場合、パソコ 
ン起動時にパスワードの入力は不要でず。 
セットアップユーティ U ティを起動したと 
さは、パスワードの入力び必要でず。 


ぉ了する_ 

p 圆圆または^圓を押して、「終了」 
メニューを表示する。 

口 終了方法の項目を選んで^ 3 を 
巧ず。 

回 [はい]を選んで1^21を巧ず。 


使ってみる 
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I セットアップ ユー ティ IJ ティ 

([使ラ人ごとに設定でをる項目を制限する ) 

「起動する」（- ►eg ページ）の手順3で入力したパスワードの種類によって、表お/設定でさる項 
目び異な0まず。 

例えば、本機を複数の人で使ラ場合は、スーパーパ'イヴーパスワードとユーヴーパスワードの 
両方を設定しまず。パソコンに詳しくない人など、設定でさる項目を制限したい人には、ユー 
ヴーノ（スワードだけを教えておさまず。 

♦ スーパ~バイザ~パスワードを入力した場合 

セットアップユーティ U ティのずべての項目び設定でさまず。 

♦ ユーザーパスワードを入力した場合 

次のよラな制限びありまず（巧能:〇、不可能： X )。また、各項目の設定値を工場出荷時の値（パ 
スワード、システム時間、システム日付を除く）に戻ず m は使えません。 



*1 [ユーヴーパスワード保護]び[保護しない]に設定されている場合のみ、ユーヴーパスワード 
の変更び可能。ただし、ユーヴーパスワードを削除ずることはでさません。 

*2 「内蔵セキュ U ティ （ TPM ) 設定」サブメニューの[設定サブメニュー保護]び[保護しない] 
に設定されている場合は、参照/変更び可能。 


使ってみる 
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セットアップ2-ティリティを操作する 

PhoenixBIOS セットアップユーティリティ 

A—U 巧巧 



C _ E ヘルプ項目の選お IS -3? 植のをち .わフォルトの設を 

亡 LE 格了_メニ~ューの遵巧]^ ►サブメニューの遲巧：3保存してお了_ 


A . 圆圆を押してカーソルを移動させ、メ 
ニューを選ぶことびでさまず。 

B . 選択でさる項目び複数ある場合は画画を 
巧して項目を選ぶことびでさまず。還択 
された項目は色び変わ0まず。 

C . 反転表示されている項目は M を巧し 
てサブメニューを表示させることびでさ 
まず。 

D . サブメニューび表示されているとさは画 
画を巧して項目を選ぶことびできまず。 

E . 設定に使えるキーを表示していまず。 


設定にほ ラキー 


回 :ヘルプを表示（画画でヘルプの画面 
を1行ずつスク□-ルする。固を 
再度押ずとヘルプの画面を閉じる）。 


国 :ヴブメニューの終了、または「終了」 
メニューを表示。 


画画：力ーソルを上下に移動（項目を選ぶ 
ときに使用)。 


圆圆：「情報」「メイン」「詳細」「セキユ U 
ティ」「起動」「終了」のさメニュー 
を選択。 


m :各項目の前候補を選択（設定値の変 
更時に使用)。 


rwm : を項目の次候補を選択（設定値の変 
更時に使用)。 


1 :画画で項目を選んだ後に設定でさる 
さ項目のサブメニューを表示。 


画 :を項目の設定値を工場出荷時の値（パ 
スワード、システム時間、システム 
日付を除く）に戻す。 


國 :設定を保存して終了。 


使ってみる 
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I セットアップ ユー テイ u テイ 


r 情報 J メニュ ー 


(アンダーラインは工場出荷時の設定) 


メ ニュー 

働さ 

選択項目 

言語 ( Language ) 

セットアップユーティ1」ティの言語を選択し 
ます。 

English 

日本語り apanese ) 

機種品番 
製造番号 

CPU タイプ 

CPU スピード 

BIOS 

電源コント □ ーフー 
メモ U —サイズ 
八ードディスク 
累積使用時間 

情報の表示-確認田です。項目を選択したり変更したりすることはでさ 
ません0 


_ (^ r メイン J メニユー J 

使 （アンダーラインは工場出荷時の設定) 


メ ニユー 

働き 

還択項目 

システム時間 

24時間制です。 llTabll で力ーソルを時、分、砂|し移動でをます。キ 
ーボードから直接入力するか J F5 INI F6 II で数値の修正びでをます。 

[ xx : xx : xx ] 

システム曰付 

llTabll でカーソルを年、月、曰|し移動でをます。キーボードから直 
接入力するか、11 F5 ]||1 F6 リで数値の修正びでをます。 

[ xxxx / xx/xxj 

フラットパッド 

ホイールパッドを使5 (有効）/使わない（無効）を設定します。 

無効 
ち効 

Fn / 左 Ctrl キー 

巧部キーボードの11 Fn 11 11 Ctrl 11 (お則）の機能を入れ懊夕ず T 場 

出荷時のまま使ラ（標準)/入れ換えて使ラ（入れ換え）を設定します。 
入れ換えた場合 、II Fn II (rCtrll 团耐 1 ホれているホ彻1のキー） 

II Ctrl II (も測）のキーを押しなびらもう1つのキーを押す操作はでき 
ません。キー表面の印刷和キーそのちのを入れ換えることはでさま 
せん。 

標準 

入れ換え 

ディスプレイ 

Windows び起動するまでの表示先を設定します。外部ディスプレ 
イを接続していないとをは、内部 LCD に表示されます 。 Windows 
起動後は、[スタート]-[コントロールパネル]をク U ックし、ロン 
卜□—ルパネルのその他のオプション]- [ Intel ( R ) GMA Driver for 
Mobile ] で設定した内容び有効になります。 

が部ディスプ 

レイ 

内部 LCD 

化張表示 

Windows び起動するまでの表示をあ張表示にする（有娜/しない 
(無効）を設定します。 

無効 
ち効 

メモリー/ 

ビデオ省電力 

システムメモ U —とビデオの省電力設定を行います。 
[パフォーマンス優先]では、メモ U - のコアクロックを最大 
已 33 MHz に、ビデオのレンダークロックを最大1己己 MHz に設定し 
ます。[バッテ U - 優先]では、メモ U - を最大 400 MHz に、ビデオ 
を最大1 33 MHz に設定し消費電力を抑えます。 

バフォーマン 

ス優先 

バツテ U - 
優先 
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メ ニュー 

働き 

選択項目 

充電中バッテ 

バッテ U -パックの充電中にノ（ッテ U -状態表示ランプ0を点なす 

点け 

1」 一が 態表术 

る/明滅するを設定します。 

明滅 

LED 輝度 

電源状態表示ランプの明るさを設定します。 

連動 


[連動]では、内部 LCD の明るさに合わせて状態表示ランプの明るさ 
び変わります。楓光]では、状態表示ランプは常に暗くなります。 

減光 


。謝削 メニユ- _ ) 


(アンダーラインは工場出荷時の設定) 


メ ニユー 

働き 

還択項目 

Core Multi - 

Core Multi-Processing (複数のプ□セツサーコアによる処理の 

無効 

Processin 呂 

分散）を使用する（有効）/使用しない（無効）を設定します。 

工場出荷時の Windows XP 使巧時は[有効]のままお使いください。 
[無効]に設定した場合の動作はサポートしていません。 

有効 

モデム 

内蔵モデムの機能を使巧する（有効）/使用しない（無効）を設定 

無効 


します。 

ち効 

LAN 

内蔵 LAN の機能を使用する（有効）/使用しない（無効）を設定し 

無効 


ます。 

ち効 

無線 LAN 

内蔵無線 LAN の機能を使巧する（有効）/使用しない（無効）を設 

無効 


定します。 

ち効 

PC 力ード 

PC 力ードス□ツトを使用する（有効）/使用しない撫効）を設定 

無効 

ス□ット 

します。 

ち効 

SD ス□ット 

SD メモ U - 力ードス□ツトを使用する（有効）/使用しない（無効） 

無効 


を設定します。 

ち効 

US 臣ポート 

本体および5ニポート U プ U ケーターの USB ポートを使用する（有 

無効 


効）/使用しない（無効）を設定します。 

ち効 

レ ガシー USB 

Windows が起動する前に、 US 目キーボードや US 目フ□ツピーデイ 

無効 


スクドライフ 、 USB CD / DVD ドライブなどを本機に認識させる機 
能を使用する（有効）/使用しない（無効）を設定します （[ USB ポ 
ート]び[有効]に設定されている場合のみ、効果びあります)。 

有効 

/ 




し r セキ ユリテイ J メ ニユー _ 


[SD による起動]、 [SD のセット方ま]、障録された SD の解晩は、 SD メモリーカードによる 
認証の設定を行ったときのみ表示されまず。 

(アンダーラインは工場出荷時の設定) 


メ ニュー 

働さ 

還択項目 

データ実行防止 

データ実行防止機能（プログラムのメモ1」一（バッファー）を悪巧 

無効 

機能 

した不正プ□グラムの実行を阻止する機能）を使ラ（有効）/使わな 
い（無効）を設定します。 

通常は苗細に設定しておいてください。 

有効 

起動時のパス 

パソコンの起動時にスーパーバイヴーパスワードまたはユーヴーパ 

無効 

ヮード 

スワードの入力を必要とする（有効）/必要としない（無効）を設定 
します。 

有効 
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セットアップユーテイ IJ テイ 


メニュー 

働き 

選択項目 

SD による起動 

起動時のパスワード入力の代わりに SD メモ U —カードを使ラ（許 
可）/使わない（禁止）を設定します。 

SD メモ U —力ードを登録すると、[許可]に設定されます。 

[起動時のパスワー问び[無効]に設定されているときは設定できませ 
ん。 

禁止 

許可 

SD のセット 

起動時のパスワード入力の代わりに SD メモ U —力ードを使5場合、 

セットしたまま 

ち法 

力ードのセットち法を[セットしたまま]または[セットして抜く]に設 
定します。 

に D による起動]び[許可]に設定されているとをのみ設定でをます。 
[起動時のパスワー问び[無効]に設定されているときは設定できま 
せん。 

セットして抜く 

登録された SD 

現在登録されているすべての SD メモ U —カードが、起動時のパス 

サブメニュー 

の解除 

ワード入力の代わりに使えな<なるよ5登録を解除します。 

表示 

スーパーバイ 

セットアップユーティ U ティの設定を他の人に変更されたくないと 

サブメニュー 

ヴー パスワード 

を設定します。また、本機を起動されたくない場合は、スーバーバ 

表示 

ミ凡中 

日又た 

イヴーパスワードを設定した後、[起動時のパスワード]を苗効]に設 
定してください。 


Setup Utility 

起動後すぐに表示される 「 Panasonic 」 起動画面の下に [Press F 2 

無効 

表示 

for Setu |3/ F 12 fo 「 LAN ] というメッセージを表示させる（有効）/ 
表示させない（無効）を設定します。 

有効 

Boot hirst 

「起動時のメニュー」を表示させる（有効）/表示させない（無効） 

無効 

Menu 

を設定します。 

「起動時のメニュー」は、電源を入れ 「 Panasonic 」 起動画面び表 
术?^れたらすぐに llEsd をキ申す表术ホれる y バイス黑お両面です。 

有効 

八ードディスク 

八ードディスクを別のパソコンに取り付けた際に、八ードディスク 

無効 

イ呆護 

のデータび読み書きでをないように保護する（有効）/イ呆護しない（無 
効）を設定します。スーパーバイヴーパスワードび設定されている 
とをのみ設定でをます。 

有効 

ユ ーヴー パス 

ユーヴーノてスワードでセットアップユーティ U ティを起動したとを 

な護しない 

ワードな護 

に、ユーヴーパスワードの変更を許可する（イ呆護しない）/許可しな 
い（保護する）を設定します。 

イ呆護する 

ユ ーヴー パス 

本機を複数の人でお使いになるとをなどに設定します。 

サブメニュー 

ワード設定 

スーパーノ（イヴーノ（スワードび設定されているとさのみ設定でさまず。 

表示 

内蔵セキュ U テ 

内蔵セキュ U ティチップ （ TPM ) の設定に関するサブメニューを表 

サブメニュー 

ィ ( TPM ) 設定 

/J 、 しよす0 

スーパー/ (イヴー/ ;スワー ドび設定されているとさのみ設定でさまず。 

• 設定ヴブメニューイ呆護 

ユーヴーノ f スワードでセットアップユーティ1」ティを起動した 
ときに、[内蔵セキュ U ティ ( TPM ) 設定]を表示する（イ呆護しない)/ 
表示しない（保護する）を設定します。 

•内蔵セキュ1」ティチップ （ TPM ) 

内蔵セキュ U ティチップ订 PM ) を使用する（有効）/使用し 
ない（無効）を設定します。 

-所有者情報の初期化 

内蔵セキュ U ティチップ （ TPM ) 内に保持された所有ち情報を 
初期化することで内蔵セキュ U ティチップ ( TPM ) によりな護 
されたデータを復元または利用でをないよラにします。本機を 
廃棄-譲ミ度する際に使用してください。 

( fH 司を巧す户、苗ををな巧してサブメ_ューを閉じまず。 

表示 
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セットアップユーテイリテイでパスワードを設定する 


セットアップユーティリティでパスワードを設定ずると、セットアップユーティリティ起動時に 
パスワードの入力び必要になりまず。また、[起動時のパスワード]を[有効]に設定しておくと、電 
源を入れた直後に/(スワード入力が必要になるため、第 H ちの不正な利用を防ぐことができまず。 

設定ずる前に、必ず巧『操作マニュアル』 r 位及（セキュリティ）」の r パソコン起動時のパス 
ワードを設定ずる」をご覧ください。 

P パソコンの電源を入れる。または、 Windows を終了して再起動する。 

0パソコンの起動をすぐ、 IPanasonic 」 起動画面び表示されている間に^3 
U を押してセットアップユーティリティを起動する。 

@圆圆で[セキュリティ]を選ぶ。 

ー スーノ（ーノ（イヴーノ（スワードを設定ずる場合： 

画画で[スーパーノ（イヴーノ（スワード設定]を遇び、 m を巧ず。 

— L ——ウ——ノ（ノ、ワ—— I 、を言：ス9な知口： 

画画で[ユーヴーパスワード設定]を選び、 m を巧ず。 

参ユーヴーノ（スワードを設定ずるには、まずスーパーノ（イヴーノ（スワードを設定ずる必要び 
ありまず。 

Q 惭しいパスワードを入力してください]の [ ] の中に新しいパスワー 

ドを入力し、^园を巧す。 

♦入力したノ（スワードは画面には表示されません。 

♦ノ（スワードに使える文きは、半角の英数きとスぺースで最大32文字でず。 

•大文字、ル文字の区別はありません。 

-数字はキーボード上段の数字キーを使って入力してください。 

• 胃や^などのキーと組み合ゎせて入力ずることはでさません。 


@ [新しいパスワードを確認してください]の [ ] の中に手順4で入力し 

たパスワードを再度入力し、 m を巧ず。 

@確認の画面で M を巧す。 

B ^圆を押し、[はい]を選んで^园を巧す。 

CjfjlD - 

パスワードは忘れないようにしてください。 

♦お客さまび設定されたパスワードなど、セキュリティに関する設定は、薛社のサービスセンタ 
一などで解除ずることはできません。 

パスワードなどの設定内容は忘れないよラにして<ださい。 

♦スーパーバイザー/ (スワードを忘れてしまつた場合 

有償での修理び必要になりまず。修理窓口へお問い合わせ<ださい。お持ち込みいたださ、 
数日間お預かりさせていただくことになりまず。セットアップユーティ U ティの設定は工場 
出荷時の状態に戻りまず。また、八ードディスク保護を有効に設定している場合、修理でを 
無効にでさませんので、パスワードは絶対に忘れないよラにごま意ください。 
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セットアップユーテイ IJ テイ 


♦ユーザー八スワードを忘れてしまった場合 

セットアップユーティ U ティを起動してノ（スワード入力画面でスーパーノ（イヴーノ（スワードを 
入力ずると、ユーヴーパスワードを設定し直ずことびでさまず。 

スーパーパ'イヴーパスワードを知らない場合は、スーパーパ'イヴーパスワードを設定した人に 
ご相談 < ださい。 

♦本機の修理を依頼される場合 

スーパーノ（イヴーノ（スワードとユーヴーノ（スワードの両方を無効にしておいてください。 


八ードディスク保護を設定する 


セットアップユーティリティのパスワードを設定しておくと、パスワードを知5ない第兰ちび 
パソコンを使うことはできなくなりまずび、パソコンを分解し、内蔵の八ードディスクを取り 
がして他のパソコンに取り付けると、八ードディスク内に保巧されている情報び読まれてしま 
ラおそれびありまず。 

八ードディスク保護は、データの完全な保護を保証ずるをのではありません。あらかじめご了 
承 < ださい。 

p セットアップユーティリティを起動ずる。（- ►SS ぺージ手順1と 2) 

** パスワードの入力画面び表示されたら、スーパーパ'イヴーパスワードを入力してください。 
スーパーバイヴーノ（スワードを設定していない場合は、設定してください。（今手順 2) 

@圆國で[セキュリティ]を選ぶ。 

スーノ（ーノ（イヴーノ（スワードを設定ずる場合： 

画画で[スーパーノ（イヴーノ（スワード設定]を還び、 M を押ず。 

回 画画で [ A - ドディスク保護]を選び、 m を巧す。 

0画画で[有効]を選び、 m を巧ず。 

@確認の画面で M を押す。 

回を押し、[はい]を選んでを巧ず。 


起動時に「バードディスクな護により、アクセスび禁止されていまず J と表示された場合は、 
セットアップユーティリティを起動し、設定内容を八ードディスク保護を設定したときと同じ 
内容に設定し直してください。 
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r 起動 j メニ 3 ■— j 

r 起動 j メニユーには、接続されている機器の名称が表示されまず。 

巧の方法でオペレーティングシステムを起動ずるデバイスの優先順位を設定しまず。 

• 優先順位を1つ上げる 

画画で[起動順位]内のデバイスを選択して m を巧ず。 

• 優先順位を1つ下げる 

画画で[起動順位]内のデバイスを選択して m を巧ず。 

• 起動順位を工場出荷時の設定に戻ず 
画を巧す。 

工場出荷時は、 USB FDD 一 IDE HDD 一 USB CDD 一 PCI LAN の順番に設定されていまず。 

• [起動対象外]のデバイスを[起動順位]に移動ずる（またはその逆） 

画画でデバイスを選択して國を押ず。 

[起動対象外]から[起動順位]へ移動した場合は、移動したデノ（イスは最後尾に表示されまず。 
必要に応じて、起動順位を設定してください。 



♦ USB ポートに接続している機器から起動ずる場合、次の設定になっていることを確認してく 
ださい。 

• 「詳細」メニューの [ USB ポート]び[有効] 

•「詳細」メニューの[レガシ ー USB ] び苗細 

♦同一の機器び複数接続されている場合、]つの機器の名称だけび表示されまず。 

♦オペレーティングシステムを起動ずるデバイスは、本機の起動時にち選択でさまず。 
電源を入れ、 「 Panasonic 」 起動画面び表示されたらずぐに胃を巧ずと、デバイスを還お 
ずる r 起動時のメニュー」び表示されまず。実際に起動巧能なデバイスのみ表おしまず。 
•セットアップユーティ U ティの「起動」メニューの設定を変更ずると、「起動時のメニュー」 
の表示を変更されます。 

• r セキュ U ティ」メニューの旧 oot First Menu ] び苗細に設定されているときのみ表おしまず。 

♦起動できる別売りのフ□ッピーディスクドライブおよび CD / DVD ドライブについては、付属 
の『準備と設定ガイド』をご覧ください。 

♦[起動対象外]に表示されているデバイスからは起動でさません。また、優先順位ち変更でさ 
ません。 
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I セットアップユーテイ IJ テイ 


freTJ メニュー 

V _ 


メ ニュー 

働き 

設定を保存して終了 

設定内容をイ呆巧して終了します。 

設定をイ呆存しないで終了 

設定内容を保存しないで終了します。 

デフォルト設定 

セットアップユーティ1」ティを工場出荷時の設定に戻します。 

設定を戻す 

変更刖の設定 II おします。 

設定を保存する 

設定内容をイ呆巧します。 

八ードディスク1」カパ1」一/ 
消去 

工場出荷時の状態に戻します。または八ードディスクの内容を消去し 
ます。 

実行する前に、必ず「再インス!-ールする（パーティションを変更す 
る)」 （- ►45 ページ）または r 本機の廃棄•譲ミ度時にデータを消去する」 
(-►4日ページ）をお読みください。 
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A - ドディスクバックアップ機能 


八ードディスクバックアップ機能とは、八一 
ドディスク上にバックアップ領域（保護領域） 
を作成して、八ードディスクの内容のバック 
アップ（保を）や、バックアップした内容の 
リストア（復元）を行う機能でず。他のメデ 
ィアや周辺機器を使わずに、本機のみで八一 
ドディスクの内容をバックアップ/リストア 
することびでさまず。 

定期的にノ（ックアップを行っておけば、操作 
S スでデータを消してしまった場合などに、 
八ードディスクの内容を最後にノ（ックアップ 
を行ったとさの状態に戻ずことびでさまず。 
お買い上げ時、八ードディスクバックアップ 
機能は無効になっていまず。バックアップ領 
域を作成ずると八ードディスクバックアップ 
機能び有効になり、データをバックアップで 
さるよラになりまず。ただし、一度バックア 
ップ機能を有効にした後、無効にずるには、 
再インストールび必要でず。 


八ードディスクバックアップ機能は 、テー 
夕のバックアップ時や U ストア時に八一 
ドディスクに問題びあると、正常にバック 
アップ/リストアび行われません。また、 
予期せめ誤動作/誤操作など、データの U 
ストア中に エラーび 発生した場合、八ード 
ディスク内のお客さまのデータ（リストア 
前のデータ）は失われまずのでごを意< だ 
さい。 

本バックアップ機能の使用により生じた 
お客さまの損害（データの消失を含む）に 
ついては補償いたしかねまず。 


八ードディスクバックアップ 
ji 能を使用する前に_ 


■準備ずる 

•周辺機器および SD メモ U —カードは、ず 
ベて取り外してください。特に、 USB 接 
続のフ□ッピーディスクドライブや外付け 
CD/DVD ドライブを接続したままでは、 
バックアップ領域び正常に作成でさない場 
合びありまずので、必ず取り外してくださ 
い。 

♦必ず、 AC アダプターを接続してください。 

•八ードディスクび故障した場合には、 デー 
夕などび読み出せな<な0まずので、あら 
かじめ、八ードディスクじ(外の場所（他の 
メディアや外付けの八ードディスクなど） 
にち、データをバックアップしておいてく 
ださい。 

•次の手順でディスクのエラーチェックを 
行ってください。 

①外部ディスプレイを含むずべての周辺 
機器を取り外ず。 

( DC ドライブのプ□パティを表示ずる。 

[ スタート]- [ マイコンピュータ]をク 
U ックし、[□-カルディスクに:）]を 
ちク U ックして、 [ プ□ノ（ティ]をク U ッ 
クずる。 

③ [ツール]-[チェックずる]をクリック 
する。 

④ [チェックディスクのオプション]で、 
どの項目にちチェックマークを付けず 
に[開始]をク U ックずる。 

ディスクにエラーびあることを示ず 
メッセージび表おされた場合、再度 
[チェックディスクのオプション]を表 
おし、[ファイルシステムエラーを自動 
的に修復ずる]と [ 不良セクタをスキヤ 
ンし、回復ずる]をク U ックしてチェッ 
クマークを付け、[開始]をク U ックし 
て < ださい。 
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A - ドディスクバックアップ機能 


■ 次の点にま意ずる 

•パーティションを分割ずる場合は、バッ 
クアップ領域作成時に選択してください。 
(_► 42ページ手順⑨） 

♦八ードディスクを複数のノ（ーティションに 
分割していると、バックアップ領域を作成 
ずることびでさません。工場出荷時の状 
態 （1 つのパーティション）に戻してから、 
バックアップ領域を作成してください。 

•バックアップ領域作成後にノ（ーティション 
構成の変更（作成やサイズ変更など）を行 
ラと、バックアップずることびでさなくな 
りまず。変更ずる場合は、工場出荷時の状 
態に戻してから、再度バックアップ領域を 
作成してください。 

•八ードディスクバックアップ機能は、内蔵 
八ードディスクにのみ有効でず。外付け 
八ードディスクには、本機能を使用して 
バックアップ / U ストアずることはでさま 
せん。 

♦八ードディスクび損傷していると、バック 
アップ/ U ストアずることびでさません。 

• NTFS ファイルシステムの圧縮機能を使 
用しないでください。バックアップ領域の 
容量び足りな < なる場合びありまず。 

•八ードディスクバックアツプ機能はダイナ 
ミックディスクには対応しておりません。 
ダイナミックディスクへの変換は行わない 
で < ださい。 


喊 - 

バックアップ領域について 

♦八ードディスク全体の半分 LU 上の空さ容 
量び必要でず。空さ容量び足りないと、 
バックアップ領域を作成ずることびでき 
ません。 

♦バックアップ領域び作成されると、使巧 
でさる八ードディスクの容量は半分 LU 下 
になりまず。 

•バックアップ領域は、 Windows 上から 
はアクセスずることびでさません。こ 
のため、バックアップしたデータを、 
CD - R など外部のディスクにコピーずる 
ことはでさません。 

♦八ードディスクバックアップ機能では、 
バックアップ領域のデータを上書きしま 
ず。バックアップした後に作成/編集し 
たデータを、さらにバックアップずると、 
前回バックアップ領域に保をしたデータ 
は失われまず。 
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バックアップ領域を作ぶする 
にク^ W 1 - 

• 42ページ手順⑩の「バックアップび終 
了しました。」といラメッセージび表示 
されるまで、電源を切ったり 、 M + 
[| Alt II + を巧した0しないでくださ 

し、 Windows び起動しなくなったり、 
データび消失してバックアツプ領域び作 
成でさなくなったりずるおそれびありま 
す。 


① AC アダプターを接続ずる。 

⑨パソコンの電源を入れ、 「 Panasonic 」 起 
動画面び表示されている間に m を巧し、 
セットアップユーティ U ティを起動ずる。 
パスワードを設定している場合は、「パス 
ワードを入力して<ださい」と表示されま 
すので、スーパーノ（イヴーノ（スワードを入 
力し、 m を巧して<ださい。ユーヴー 
パスワードでは[八ードディスク U カバ 
U — /消去]び表示されません。 

③ 圆と圆を使って「終了」メニューに移動 
する。 

④ 画と画を使って6行目の[ハードディス 
クリカバリー/消去1を漂び、國を押ず。 

⑥確認のメッセージび表示されたら、 [ はい] 
を選び、 m を巧ず。 


パスワードを設定している場合、攻降の 
手順で「パスワードを入力して<ださい」 
と表おされることびありまずので、スー 
パーバイヴーパスワードまたはユーヴー 
パスワードを入力して、 M を巧してく 
ださい。 


LU 下の場合は、ご相談窓口にご相談 
<ださい。 

-「八ードディスク U カバ U — /消 
去」び表おされない 
. 再インス I -ー ル（またはリカバリー） 

用ファイルに不整合びあ0まずとい 
ラメッセージび表おされる 
八ードディスク内の1」カバ U —用デ 
一夕領域び削除されていたり、バッ 
クアップの作成/復元に必要なファ 
イルび壊れていたりずる場合びあり 
まず。 

•パーティションテーブルの第4エント 
U —にパーティションびあることを示 
ずホいメッセージび表おされた場合 
-ずでに該当のパーティションのデータ 
をバックアップ済みの場合：[はい] 
を還ぶ。 

ノ（ーティションは消去されまず。 

-まだ該当のノ（ーティションのデータを 
バックアップしていない場合：[いい 
え]を選ぶ。 

操作は中止され、セットアップユー 
ティ U ティの画面に戻0まず。 
あらかじめ、八ードディスク L ソ外の場 
所に、該当のパーティションのデータ 
をバックアップしておさ、工場出荷時 
の状態 （1 つのパーティション）に戻 
してから、バックアップ領域を作成し 
て < ださい。 

⑧圆を巧して、 [3. 【バックアッ刀]を選ぶ。 

ry^wi - 

• ノ（ーティションを分割ずる場合 
[1 .【U カバ U -】] を選択してパーティシ 
ョンを分割しないで<ださい。パーティ 
ションを分割した後では、バックアップ 
機能を有効にずることびでさません。パ 
-ティションの分割は、42ページ手順⑨ 
で行いまず。 
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A - ドディスクバックアップ機能 


⑦確認画面で画を巧ず。 

⑨メニューから、八ードディスクの分割方 
法を選ぶ。 


-⑨確認のメッセージび表おされたら画を巧 
す。 

. バックアップ領域び作成されまず。 


•バックアップ領域を作成し、パーティ 
シヨンは分割しない場合 
[1] を選んでください。 


[工場出荷時] 

お客さまび使用でさる領域 



[バックアップ領域作成後] 



♦バックアップ領域を作成し、さ5に 0 S 
用とデータ用の2つのパーティションに 
分割する場合 

[2] を選び、 0 S 用パーティションの 
サイズ （ GB 単位）を数字で入力して、 
M を巧して < ださい。 


• 0 (ゼロ）を入力ずると、操作を中止 
ずることびでさまず。 

• 設定でさる最大のサイズから入力し 
た数字を引いた値びデータ用パーテ 
ィシヨンのサイズになりまず。機種 
により、設定でさる最大のサイズは 
異なります。 


[工場出荷時] 


お客さまび使用でさる領域 



[バックアップ領域作成後]_ 

r バックアップ領域 



Windows ご使 
用でをます。 
(パーティシヨ 

ンは2つ） 

\_ J 


Windows ご 
使用でさませ 
ん。 


⑩「バックアップ機能を有効にするためには再 
起動び必要です。」といラメッセージび表お 
されたら、何かキーを巧して、パソコンを 
再起動ずる。 

引さ続さバックアップび始まりまず。 

⑩「バックアップび終了しました。」という 
メッセージび表示されたら、画+ m 
+ S を巧してパソコンを再起動ずる。 


⑩ Windows に□グオンした後、新しいデバ 
イスびインストールされ、その設定を有 
効にずるためにパソコンを再起動ずる必 
要びあることをお知らせずるメッセージ 
び表おされたら、[はい]をク U ックして 
再起動ずる。 

喊 - 

• バックアップ領域を作成ずると、セット 
アップユーティ U ティの「終了」メニュ 
一に「八ードディスクバックアップ/ 
リストア」び表示されまず。次回、バッ 
クアップおよび U ストアを実行ずるとき 
は、このメニューを使用しまず。詳しく 
は「バックアップ / U ストアずる」 ► 
43ページ）をご覧ください。 
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バックアツつンリストアする 


[ ク ^ W1 - 

•バックアップを実行ずる前に、ディス 
クのエラーチェックを行ってください。 
(- ► 3日ページ） 

♦途中で電源を切ったり 、 +m + 
^を巧ずなどして、バックアップ/ 
U ストアを中止しないでくださし)。 
Windows び起動しなくなったり、 デー 
夕び消失してバックアップ / U ストアび 
実行でさなくなったりずるおそれびあり 
ます。 

①パソコンの電源を入れ、 「 Panasonic 」 起 
動画面び表おされている間に m を巧し、 
セットアップユーティ U ティを起動ずる。 

パスワードを設定している場合は、「パス 
ワードを入力して<ださい」と表示され 
まず。スーパーバイヴーパスワードまた 
はユーヴーパスワードを入力して、 1 
を巧して < ださい。 


② 「終了」メニューに移動し、画と画を使 
つて一番下の[八ードディスクバックア 
ップ / U ストア]を漂んで m を押ず。 

♦ 

確認のメッセージび表示されたら、[はい] 
を選び、 m を巧ず。 

•パーティションテーブルの第4エント 
U —にパーティションびあることを示 
すホいメッセージび表おされた場合 

-すでに該当のパーティションのデータ 
をバックアップ済みの場合：[はい]を 
選ぶ。 

ノ（ーティションは消去されまず。 

-まだ該当のパーティションのデータを 
バックアップしていない場合：[いい 
え]を選ぶ。 

操作は中止され、セットアップユーテ 
ィ U ティの画面に戻りまず。 

あらかじめ、八ードディスクじ(外の場 
所に、該当のパーティションのデータ 
をパ' ツクアツプしておいてください。 


③メニューから、実行ずる操作を選ぶ。 

• A - ドディスクの内容をバックアップ 
領域にバックアップずる場合 

[1. 【バックアップ】]を選択ずる。 

(ハードディスクを2 つの )(-ティシヨ 
ンに分割している場合、続けて、下の 
画面び表示されまず。バックアップの 
方法を選んでください。） 


くックアッフす 
パーテイシ3ン （ C ドライブ:‘をバックアッブする， 
S 2 パーテイシ a ンをバックアッブする,. 


確認画面で國を押ず。 
バックアップび始まります。 
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A - ドディスクバックアップ機能 


バックアップ領域に保をした内容を八一 
ドディスクに戻ず場合 

に 【 U ストア】]を選択ずる。 

(2 つの) (-ティシヨンでノ（ックアップ 
している場合、続けて、下の画面び表 
おされます。 U ストアの方法を選んで 
<ださい。） 



番号を*巧しでください，»_ 


■ 八ードディスクパックアップ機能 

を巧効にするには 

再インス!-ールを行ラ必要びありまず。パ' 
ックアップ領域および八ードディスク内の 
データは消去されまず。 

操作中、「バックアップ機能び有効になつ 
ていまず」といラメッセージび表示され 
たら國を巧しまず。 

「再インス I ルずる」 ► 4已ページ「再 
インス!ルずる（パーティシヨンを変更 
する）」）の手順8までを行ラ。 

下の画面び表示されまずので、 [1] または 
[2] を選んで再インス I ルしてくださし、 


確認画面で画を巧ず。 

U ストアび始まりまず。 

※バックアップ（またはリストア）にか 
かる時間は、データ量によって異なり 
ます。 

④ r バックアップび終了しました。」または 
「【リストア】を終了しました。」といラメ 
ッセージび表示されたら、 M + m + 
^を巧して再起動ずる。 

•バックアップ/ U ストアの途中で電源び切 
れた場合などは、再度実行してください。 

• Windows にログオンした後、新しい 
デバイスびインストールされ、その設定 
を有効にずるためにパソコンを再起動ず 
る必要びあることをお知らせずるメッセ 
ージび表おされた場合は、[はい]をク 
U ックして再起動してください。 


再インストール OS : Windows ㈱ XP Professional 

1. /N- ドディスクを巧を工場出荷が態に戻す。 

2. OS 用とデータ用の2つのパーテイシヨンを巧ホして. OS 用パーテイシヨンに 
Windows を再インスI—ルする。 

(巧巧のパーテイシヨンはすべてな < なります。） 

3. 最ネ刀のパーテイシヨンじ Windows を再インストールずる。 

0. 再インストールを中止ずる。 

を号を還巧して < ださい。〉〉_ 


•[1]を選ぶと、八ードディスクバックア 
ップ機能を無効にずることびでさまず。 

•[2]を選ぶと、八ードディスクバックア 
ップ機能を無効にずることはでさまず 
び、パーティションび分割されるため、 
再度八ードディスクバックアップ機能を 
有効にずることびでさません。 

•[3]を選ぶと、八ードディスクバックア 
ップ機能を無効にずることびでさませ 
ん。 


に ク^ - 

•八ードディスクバックアップ機能を有効 
にしている状態では、お客さまびアクセ 
スでさる領域内のずべてのデータを市販 
のデータ消去ユーティ U ティなどを使つ 
て消去してを、バックアップされたデー 
夕は消去されません。本機に搭載されて 
いる八ードディスクデータ消去ユーティ 
U ティ ► 4日ページ「本機の廃棄•譲 
渡時にデータを消去ずる」）を使ラと、バ 
ックアップされたデータを含む八ードデ 
ィスク内のデータを消去ずることびでさ 
ます。本機を破棄または譲;度ずる場合は、 
八ードディスクデータ消去ユーティ U テ 
ィをご使用ください。 
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再インストールする（パーテイシヨンを変更する) 


- 

八~ドディスク内の U カバ U —巧デ~夕は絶 

巧に削除しないでください。 

本機は、再インス!ル（パソコンに何5か 
のトラブルが発生し正常に動作しなくなった 
場合などに行ラ）に必要なリカバリー用デー 
夕を八ードディスク内に格納していまず。こ 
のリカバリー用データは約3 GB ありまず。 

r* Windows で使える領域 


〇-ドディスク^ 



•■•リカバリー巧データ領域 
( 約 3GB) 


誤って消去ずることを防ぐため、リカバリー 
用データ領域は通常の方までは表示されない 
よラになっていまずが、特別な手段を講じて、 
この領域を削除したり、領域内のデータを削 
除/変更またはデータを追加したりずると再 
インス!^ールびでさなくなりまず。絶巧にこ 
れ5の操作を行わないで< ださい。万一、削 
除してしまった場合などはご相談窓□にごホ目 
談ください。 


♦0S 用も含め、パーティシヨンは3つまで 
にして < ださい。 

♦リカバリー用データは、他のメディアや外 
付けの/\ー ドディスクなどにバックアップ 
を取ることはできません。 

♦リカバリー用データ領域を通常のドライブ 
として、使用ずることはできません。あ5 
かじめご了承ください。 

•/V- ドディスクリカバリーはダイナミック 
ディスク（ディスク管理方式の一種）には 
対応しておりません。ダイナミックデイス 
クへの変換は行わないでください。 


再インス!ルとは 

再インスIルとは八ードディスクをフォー 
マットして、 Windows をインストールし直 
ずことでず。 

Windows び起動しなくなったり 、 Windows 
の動作び不安定になって修復でさな<なった 
りした場合や、八ードディスクを2つのパー 
ティシヨンに分割して使用ずる場合は、再イ 
ンストールび必要でず。 

次の流れで再インスI^ールしてください。 


セツトアップユーティ U ティを工場出荷 
時の設定に戻ず。 


再インス!ルずる（約] 0分)。 

にこでバーテイシヨンの変更を設定します。) 


Windows のセツトアップとユーヴーア 
カウントの作成を行ラ。 


セットアップユーティ U ティの設定を変 
要ずる（必要な場合のみ)。 


インターネットに接続できる場合は、 
Windows Update を行つ。 

『操作マニュアル』「 C な（セキュ 
U テイ）」の 「 Windows を最新の状 
態にずる」 


パーテイシヨンの巧ち 


パーティシヨンとは、八ードディスク上に作 
成した領域（区画）のことでず。 

1つのハードディスクに複数のパーティシヨ 
ンを作成ずることびできまず。複数のパー 
ティシヨンを作成した場合には、1つのディ 
スクを複数のディスクのように扱うことびで 
さまず。 
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再インストールずる（パーテイシヨンを密更ずる) 


♦工場出荷時、八ードディスクのパーティ 

ションは]つでず。 

• パーティションを2つに分割ずる場合は、 
再インス I -ールび必要でず。 

• 0 S 用として最低限必要なパーティショ 
ンのサイズは、再インス!-ール時に画面 
上でご確認ください。 

• 3つのノ（ーティションを作成したい場合 
は、再インストール後、 Windows の「ディ 
スクの管理」を使って2つ目のパーティ 
ションを削除してから、空いた領域にパー 
ティションを作成してください。 

♦データ用パーティション作成後、再インス 

I -ールするとさは次の点に気を付けてくだ 

さい。 

•最初のパーティション（① 0 S 巧）に 
Windows を再インストールずる場合： 
⑨のデータは維持されまず。 

ただし、「③データ用」を3つに分割して 
4番目のパーティションを作成していた 
場合、4番目のパーティションは再イン 
ス I -ールの際に U カバ U —用データ領域 
として扱われるため、削除されまず。 

• 上記け外の方法で再インストールする場合： 
①および⑨のデータはすべて削除されます。 

-• Windows で使える領域 

口 c ^、- ドディスり 

① OS 用 

夕 

② データ用 



し 》リカバリー用データ 
リカバリーが含まれて 
_いる領域(約 3GB) _ 

この領域は絶対に削除 
しないでください。 


再インス!ルの前に ) 

周辺機器および SD メモ U —カードは、ずべ 
て取り外してください。特に、 USB フ□ッ 
ピーディスクドライブや USB 接続の外付け 
CD/DVD ドライブを接続したままでは、再 
インストールび正常に行われない場合びあり 
ます。 

参 パーティションテーブルの 第4 エント U - 
にある パーティション’1のデータは 削除 さ 
れまずので、八ードディスク政外の場所（他 
のメディアや外付けの八ードディスクな 
ど）にバックアップを取っておいて<ださ 
い。 

♦バックアップを取るとさは、ドライブ名を 
確認してください。パーティションの順番 
やドライブ名は、パーティションの構成や 
周辺機器の接続、パーティションを作成し 
たときの条件により変動しまず。 

確認方法の一例 

[スター!-]をク U ックし、[マイコンピユー 
夕] をもク U ック して、 [管理]-[ディスクの 
管理]をク U ックずる。 

*1 特殊な方法でパーティションを作成ずる 
と、 Windows 上で見える4番目のパー 
テ ィショ ンと一致しない場合びありまず。 

参再インス!-ールの実行中、八ードディスク 
バックアップ機能び無効になり、バックア 
ップデータは消去されまずといラメッセー 
ジび表おされた場合は、画を巧してくださ 
し、再起動を促すメッセージび表おされた 
場合は、圆を巧して再起動してください。 

に /^wi - 

♦インス I ルしたアプリケーションソフ 
卜やメールの履歴などお客さまが作成した 
データは、他のメディアやが付けの八ード 
ディスクへ必ず/ K ックアップを取っておい 
て < ださい。 

再インス!ルを実行ずると、ハードディ 
スク①内容は消去され、工場出荷時の状態 
に戻りまず。 

♦データ用のパーティションを作成していた 
場合でを、予期しない誤動作/誤操作によ 
りデータが消去されるおそれびありまず。 
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再インス!ルする 



再インス I ルの徐中で雷源を切ったり m 


+ m + m を押したりするなどして、再イ 
ンス I ルを中止しないでください。 

Windows び起動しなくなったり、データび 
消失して再インス I -ールを実行でさなくなっ 
た0ずるおそれびあ0まず。 

〇 AC アダプターを接続ず る。 

口 本機の電源を入れ、 「 Panasonic 」 
起動画面が表示されている間に 
[fFl 旋巧し、セットアップユーティ 
リティを起動する。 

♦パスワードを設定している場合は、 
次の画面でスーノ（ーノ（イヴーノ（スワー 
ドを入力し、 m を巧してくだホい。 



♦ユーヴーパスワードでは[八ードデイ 
スク U カバ U -/ 消去]び表示されま 
せん。また、各項目の設定値を工場出 
荷時の値り（スワード、システム時間、 
システム曰付を除く）に房ず m は 
使スません。 

お買い上げ時の状態から設定を変更し 
て使っていた場合は、あらかじめ変更 
した設定をメモしてお<ことをお勧め 
します。 

@ m を巧ず。 

次の画面で[はい]を還び、 m を巧して 
<ださい。 


セツトアップ確認 


デフオルト値を口ードしますか？ 
「 旧，曲 [いいえ] 


0 圆と圆を使って「終了」メニューに移 
動し、画と画を使って已行目の[設定 
を保存ずる]を選んで M を押ず。 

確認のメッセージび表示されまずので、 
[はい]を選び、画を巧してください。 
♦ 48 ページの手順]]び完了ずるまで 
は、セットアップユーティ1」ティの 
設定を変更しないで < ださい。 


♦セットアップユーティ U ティび終了し 
てパソコンび再起動してしまった場 
合、 ] 行目の[設定を保をして終了] 
を選んでいまず。パソコンの電源を切 
り、手順2からやり直してくださしん 

g 圆と画を使って巨行目の「ハードディ 

U スクリカバリ—/消去 J を選び 、 m 
を押ず。 

確認のメッセージび表示されまずので、 

[ はい]を選び、 M を巧してください。 

轉メ子!- 

♦次の場合は、ご相談窓 □ にご相談ください。 
• 「八ードディスク U カバ U —/消去」び表 
示されない 

•再インス!-ール（または U カバ U —）用 
ファイルに不整合びありまずといラメッ 
セージび表おされる 

八ードディスク内の U カノ く|」一用データ領域 
び削除されていたり、再インストールに必要 
なファイルび壊れていたりする場合びありま 
す。 

♦ノ（ーティションテーブルの第4エント U - 
にパーティションびあることをおずホい 
メッセージび表おされた場合 
• ずでに該当のパーティションのデータを 
バックアップ済みの場合 
[はい]を選んでください。 

ノ（ーティションは消去されまず。 

• まだ該当のノ（ーティションのデータをバッ 
クアップしていない場合 
[いいえ]を選んでください。 

操作は中止され、セットアップユーティ 
U ティの画面に戻0まず。あらかじめ、 
八ードディスク1;^外の場所に、該当のパー 
ティションのデータをノ（ックアップして 
おいてください。 ► 46ページ） 


巧1画を巧して [1. 【リカバリー】]を 
U 実行する。 

( LU 降の画面はずべて一例でず。） 


をちを違巧してください。 

1 . [ リカバリー】 Windows を再インストールする。 

2. [ HDD ミ肖去】セキュリティのためハードディスクの内容をミ肖モする。 

0. 【 中止 】中止する。 
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再インストールずる（パーテイシヨンを密更ずる） 


再^ンス I -ールを実行ずるための条件び 
表示されます。 

0同意する場合は画を押し、同意し 
ない場合は圆を押ず。 

• 画を巧すとメニューび表示されまず。 

• 圆を巧すと再インストールを中止します。 


同意していただ < 必要があります。 

(1) 东ソフトウェアは，お頁い上げ時のパーソナルコンビューターと/ドディスク 

ドライブとの巧みをわせでのみほ巧できます。化の巧み合わせで巧用することは 
できません。 

(2) /\-ドディスクリカバリーシステムにままれるソフトウェアは.巧巧旣巧 
* にな《のソフトウエア巧用爵諾«の适巧を受けます。 


1 . はい、上記のを义に同意します。®理をおけます。 

2 いいえ、上記のを文には同意しません。化理を中がしまず。 

まちを里巧して〈ださい。》 一 


0再インストールの方法を選ぶ。 


巧インストール 0 S : Windows ( R ) XP Professional 

1. /\- ドディスクをかをエ巧巧荷が態に房す。 

2. OS 用とデータ用の2つのパーテイシヨンを作巧して、 OS 用パーテイシヨン1 
Windows を再インス I —ルする。 

(既巧のパーテイシヨンはすべてなくなります。） 

3. 最初のパーテイシヨンに Windows を巧インス I -―ルする。 

0. 再インス I —ルを中止ずる。 


再インストールには、次の3つの方法びあ 
りまず。 

♦工場出荷時の設定（パーティションは！ 
つ）にずる場合 


Windows 


画を巧す。 

>パーテイシヨンを吕つに分割ずる （OS 
用と データ 用）場合 


[ 


Windows 


データ用 


♦パーティション構成を変更せず、最 
巧]の/ (—ティションに Windows を再イ 
ンストールずる場合 


Windows 
り 4GB1 ； [ 上必要 ) 


圆を押ず。 

0確認のメッセージが表示された 
5、 國 を巧す。 

• 再インストールび始まりまず。 

• 再インストールの途中で電源を切った 
り、胃 + M + 胃を押したりずる 
などして、再インストールを中止しな 
いでください。 Windows び起動しな 
<なった0、データび消失して再イン 
ス I -ールを実行でさなくなったりずる 
おそれびあ0まず。 



圆を押して OS ( Windows ) 用パーティ 
シヨンのサイズ （ GB 単位）を数字で入 
力し、 llEnterll を巧す。 

•0 (ゼロ）を入力ずると、操作を中止 
することびでさまず。 

• 利用でさる最大のサイズから入力した 
数字を引いた値びデータ用パーティ 
シヨンのサイズになりまず。（データ 
用は] GB じ(上） 

•機種により、設定でさる最大のサイズ 
は異なりまず。 


m 次のメッセージが表示されたら、 
W 柳キーを巧す 0 


巧インストールを投了しました。 

電源を入れ直ずと Windows ( R ) * 本*幸のセットアツプが始まりまず。 


どれかキーを巧すと电頒が切れます。 


ノ（ソコンの電源び切れまず。 

の 電源を入れ、 Windows のセット 
アップを行い、ユーザーアカウン 
卜を作成する。 

(- ► 『準備と設定ガイド』日〜1〇ぺージ) 

の セットアップユーテイ U テイを起 
動して、必要に応じて設定を変更 
ずる。 

パスワード、曰付、時間を除くすべての設 
泡ん工場出荷時の状態に戻っています。 

のインターネットに接続できる場合 
W は、[スタート]-[すべてのプ□グラ 
ム ]- [Windows Update ] をクリッ 
クし 、 Windows Update を行う。 
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I 本機の廃棄-譲渡時にデータを消去ずる 

♦八ードディスクデータ消去ユーティリティを利用ずれば、内蔵バードディスクに保ちされて 
いるずベてのデータやソフトウェアを、復元できないように消去できまず。本機を廃棄また 
は譲渡ずる場合などにご利用ください。 


J \- ドディスクデータ消去ユーティリティは、データを上書さずる方法でデータを消去し 
ていまずび、予期せめ誤動作あるいは誤操作により完全に消去できない場合びありまず。 
また、特殊な機器により読み出される可能性もありまず。機密度の高いデータを消去ずる 
必要びある場合は、専門業ちに消去を依頼してください。また、このユーティリティの使 
用により生じたお客さまの損害については補償いたしかねまず。 


データ消去の前に 1 

:欠の点を確認してください。 

♦必ず、 AC アダプターを接続してください。 

♦内蔵八ードディスクにのみ有効でず。外付 
け八ードディスクには働さません。 

♦実行ずると八ードディスクからは起動しな 
くなりまず。 

♦損傷している八ードディスクのデータは消 
去でさません。 

♦ノ（ーティシヨンを指定してデータを消去ず 
ることはでさません。 

♦ U カバ U —用データは消去されません。 

♦八ードディスクデータ消去の実行中、八一 
ドディスクバックアップ機能び無効にな 
り、バックアップデータは消去されまずと 
いラメッセージび表おされた場合は、画を 
巧してください。再起動を促ずメッセージ 
び表おされた場合は、圆を巧して再起動し 
て < ださい。 


♦ユーヴーパスワードでは[八ードディ 
スク U カバ U -/ 消去]び表示されま 
せん。また、各項目の設定値を工場出 
荷時の値り（スワード、システム時間、 
システム曰付を除く）に房ず m は 
使スません。 


@ m を巧す。 

次の画面で[はい]を還び、 m を巧して 
<ださい。 


セツトアップ確認 


デフホルト値を口ードしますか？ 
「 IH 曲 [いいえ] 


0圆と圆を使って「終了」メニュ ー 
に移動し、画と画を使って巨行目 
の[八ードディスクリカバリー 
/消去]を選んで^园を巧ず。 

確認のメッセージび表示されまずので、 
[はい]を選び、 M を巧してください。 


データを すべて消去する ) 


P AC アダプターを接続ず る。 

戸本機の電源を入れ、 「 Panasonic 」 
起動画面び表示されている間に 
roi を巧し、セットアップ：!ーティ 
リティを起動する。 

♦パスワードを設定している場合は、次 
の画面でスーパーノ（イヴーノ（スワード 
を入力し、 iBtell を押して<ださい。 


国^ 
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本機の廃棄-譲渡時にデータを消去ずる 


メモ I - 

♦次の場合は、ごホ目談窓□にごホ目談ください。 
•[八ードディスク U カバ U -/ 消去]び表 
示されない 

•再インストール（または U カバ U —）用 
ファイルに不整合びありまずというメッ 
セージび表おされる 

八ードディスク内の U カバ U —用データ領 
域び削除されていたり、再インストールに 
必要なファイルび壊れていたりずる場合び 
ありまず。 

♦パーティションテーブルの第4エント U - 
にパーティションびあることをおずホい 
メッセージび表おされた場合 
• ずでに該当のパーティションのデータを 
バックアップ済みの場合 
[はい]を還んで < ださい。 

ノ（ーティションは消去されまず。 

• まだ該当のパーティションのデータを 
バックアップしていない場合 
[いいえ]を選んでください。 

操作は中止され、セットアップユーティ 
U ティの画面に戻0まず。 

あらかじめ、八ードディスク政外の場所 
に、該当のパーティションのデータを 
バックアップしておいてください。 ► 
46ページ） 


@「番号を選択してください」とい 
ラメッセージび表示された5、圆 
を巧して [2.【 HDD 消去】 ] を実 
行ずる。 

國（ゼロ）を巧ずと、操作を中止ずるこ 
とびでさまず。 


@確認のメッセージが表示された 
ら、 画を巧ず。 

八ードディスクデータ消去ユーテイ U 
ティび起動しまず。 

( L ソ降の画面はずべて一例でず。） 


P 「くくくスタートメニュー》>」 

で'11151を押ず。 


/、ードディスクデータ消去ユーティりティ Version 本.**** 

(0 **** 松下電器産業株式会社 


«くスタートメニュー»〉 

ドディスクデータミ肖去ユーティリティは/\-ドディスク上のデータを 
全て上書きすることによりミ肖去します。 

必要なデータはバックアップを作巧してください。 

メッセージに従って澡イ乍キーを選巧してください。 

(次へ： Enter キー，中止；その他のキ ー）... _ 


m 消去にかかるおおよその時間など、 
メッセージの内容を確認してか5 
II II (スぺースキー)を}甲す。 


/、ードディスクデータ消去ユーティリティ Version 本* 

(C) 科**化下電器を業巧ゴ会杜 

くくくドライプリスト》> 

0 :ドライブ：セクター総巧 ：••••，•••（け****け） 

ディスク容量 ：*****MB. 

(おがらせ） 

/\ー ドディスクデータ消去 ユー ティりティがすべてのデータを消去するためじ 
およそ**^から ** 分かか y ます。 

コン ピューターが M 電源で動作していることを確绍してください。 

ハ- ドディスクデータ消去ユーティリティをま斤しますか？ 

(はい：スぺースキー,いいえ：その他キ ー) _ 


m メッセージの内容を確認してか5 
を押す。 


/\—ドディスクデータ消去ユーティリティ Version ***** 

_ 似料** __松下電器を業な式をな 

<くく ドライブリスト》〉 

0 ；ドライブ：セクター総巧 ：*******«(**•*•*•*) 

ディスク容量 ： *** が他. 

(おならせ） 

/\ードディスクデータミ肖モユーティリティがすべてのデータをおモするために 
およそ*がから ** かかかります。 

コンピューターが AC 電源で動作していることを巧認してください。 

/\ー ドディスクデータ消モユーティリティを実行しますか？ 

(はい；スぺースキー,いいえ：その化キ ー)... [はい] 

(おならせ） 

ドディスクデータ消去ユ-ティリティを実行するとデータは元に房り 
ません。 Enter キーを巧すとデータ消去を開始します。 

/\ー ドディスクデータ消去ユーティリティを実行しますか？ 

(実巧； Enter キ ー, 中止；その化のキ ー) _ 


♦八ードディスクのデータ消去び開始さ 
れます。 

•万一 、途中でデータ消去を中断ずる場 
合は、圏+圆を巧して中断ずるこ 
とびでさまずび、ずでに消去された 
データは復元されません。 


の「八ードディスクのデータは消去 
されました」といラメッセージび 
表示された5、何かキーを巧ず。 

♦パソコンの電源び切れまず。 

♦何らかの原因で完了でさなかった場合 
は、 エラーメッセージび 表示されまず。 


使ってみる 
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パソコンの廃棄 • 譲渡時における八ードディスク巧のデータ消まについて) 


データ流出のトラブルを回避するためには八ードデイス 
ク內に記録されたずべてのデータを、 お客さまの責任に 
おいて消去することが非常に重要でず。 


最近、パソコンは、オフィスや家庭などで、いろいろな用途に使われるようになってき 
ていまず。これ5①パソコンの中にある八ードディスクという記憶装置に、お客さまの 
重要なデータび記録されていまず。 

したびって、そのパソコンを廃棄または譲;度ずるとさには、これらの重要なデータを消 
去することび必要でず。 

ところび、この八ードディスク内に記録されたデータを消去ずるといラのは、それほど 
簡単ではありません。 

「データを消去ずる」といラ場合、一般には次のよラな操作を行いまず。 

• 「削除」操作を行ラ 
•データを「ごみ箱」に捨てる 
• 「ごみ箱を空にずる」機能を使ってデータを消ず 
• ソフトウェアで初期化（フォーマット）する 
•再インス!-ールをして、工場出荷状態に戻ず 

しかし、これらの操作を行ってち、八ードディスク内に記録されたファイルの管理情報 
び変更されてデータを呼び出ず処理びでさな<なるだけで、本来のデータは残っている 
といラ状態にありまず。 

したびいまして、データ回復のための特殊なソフトウェアを利用ずれば、これらのデー 
夕を読み取ることび巧能な場合びありまず。このため、悪意のある人によって、このパ 
ソコンの八ードディスク内の重要なデータび読み取られ、予期しない用途に利巧される 
おそれびあ0まず。 


消去ずるためには、専用ソフトウェアあるいはサービス（ともに有償）を 
利用するか、 J \- ドディスク内のデータを金植や強い磁気によって物理的 • 
磁気的に破壊して、読めなくすることを推奨します。 


八ードディスク内にお客さまびインストールした市販のソフトウェアを削除せずに本機 
を譲渡すると、そのソフトウェアのライセンス使用許諾契約にお触ずる場合びありまず 
ので、ごを意<ださい。 


使ってみる 
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つたとさ 


起動/終了/スタンバイ-休止状態の Q&A 


本機が起動しない、動かないなどのトラブルが発生した場合は、已吕〜巨4ぺージで解ミ夫方法を 
確認してください。 


トラブルの状況び見当た5ない場合は、 
たときの Q & A 』 も確認してください。 


•す‘ スタート 


I _ I ^ t 抗7二王乃レ 三□をク U ツクして を]『困つ 



( T ) 田つたと e の Q&A ク1,、リ气 

@カテゴリーをクリック 
③ Q & A のタイトルをクリック 


.面巧 

.ゥボートベージで■(ベる 
ホ性の 巧 用巧巧巧!巧す5 
アブ J ケーン3ンてホの巧•なわが E 


④ 見る 


質問 


巧策 


本機び起動しない/ 
バッテリー巧態表示 
ランプ□び点 I なしな 
いとをは？ 


AC アダプターまたは十分に充電されたバッテ U —パックび正し < 取 
り付けられているか確認してください。 

■►付属の『準備と設定ガイド』 


バッテ U —パックび、しっかりと固定されていることを確認してくだ 
さい。 


RAM モジュールを増設している場合は、 RAM モジュールを取り外し 
て再度電源を入れてください。 RAM モジュールを外ずと電源び入る 
場合は、 RAM モジュールの問題び考えられまず。 

♦本機の電源を切り、推奨品の RAM モジュールであることを確認し、 
正し<取0付け直して<ださい。 

参 RAM モジュールの仕様を確認してください。 

RAM モジュールについては、「メモ U - 容量を増やず」（- ►£ 日ぺ一 
ジ）または「仕様」（■►己已ページ）をご覧ください。 


CPU の温度び上びっている可能性びありまず。 CPU の温度び上びっ 
ていると、 CPU の過熱を防止ずるための機能び自動的に働き、本体 
び起動しないよラになっていまず。しばらくしてから再度電源を入れ 
てください。それでを起動しない場合は、ご相談窓□にご相談くださ 
し、。 


困つたとさ 
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質問 

巧策 


電源状態表示ランプむおよび®び点灯している場合は、電源スイッ 
チを4秒しソ上巧して電源を切った後、再度電源を入れてください。 


セットアップユーテイ U テイの設定を工場出荷時に戻してください。 

(-► SI ぺージ） 

電源は入るび 
Windows か正常に 
起動しないとをは？ 

周辺機器を接続している場合は、周迅機器を取り外してください。 
周辺機器を取り外ずと起動できた場合は、周辺機器の問題び考えられ 
ます。周迅機器のメーカーにお問い合わせください。 

次の手順で、セーフモードで起動し、エラーの内容を確認してください。 

①本機の電源を人れ、 「 Panasonic 」 起動画面び消えたとき（スー 
パーバイヴーパスワー ドまたはユーヴーパスワード設定時はパ 
スワード入力後）に IlFSlI を巧し続ける。 

⑨ 「 Windows お張オプションメニュー」び表おされたら指を離ず。 

③ 画画で[セーフモー问を選ぶ。 

④ 同罰!を巧ず。 

じ(降は、画面に従って操作してください。 

ビープ音（ピーピ ー) 
び鳴日、 r 増設 RAM 
モジ ュー ルエラーで 

「増設 RAM モジュールエラーでず」と表おされた場合は、 RAM モジュー 
ルび正しく取り付けられていません。 電源を切り、 RAM モジュールび 
推奨品であることを確認し、正しく取り付け直してください。 

3 J ホたは f 標巧 
RAM のエラーです J 
と表示されるとを 
は？ 

「標準 RAM のエラーでず」と表おされた場合は、ご相談窓口にご相談 
<ださい。 

Windows を起動す 
ると、チェックディ 
スク （ CHKDSK ) が 
おまるとをは？ 

SD メモ U —カードへの書き込み中に、カードを取り出しませんでし 
たか？チェックデイスクび終了ずるまでそのままお待ちください。 

-『操作マニュアル 』 「gkc (周辺機器)」の 「 SD メモ U —力一 
ドを1をラ」 

SD メモ U - 力ード 
で Windows に□グ 
オンでをないとを 
は？ 

Windows のユーヴー名とパスワードび、 SD メモ U - 力ードに正しく 
設定されていません。 

SD メモ U — カードを使わずに Windows のユーヴー名とパスワー 
ドを入力してください。 

□グオンした後、 [ SD カード設定]で SD メモ U —力ード側の設定を 
変更し、同じユーヴー名とパスワードを Windows にも設定してく 
ださい。 

-『操作マニュアル』 「• c な（セキュ U テイ）」のに D メモ U - 
カードで認証ずる」 


セットアップユーテイ U テイの「詳細」メニューで [ SD ス□ット]を[有 
効]に設定してください。 
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つたとさ 


起動/終了/スタンバイ • 休止が態の Q&A 


質問 

巧策 

Administrator の 
ユーザーアカウント 
でログオンしたいと 
をは？ 

「 Administrator 」 のアカウントで□グオンずるには、□グオ 
V 両面で 11 Ctrl II + 11 Alt 11 + 11 Del ]|を？同巧し.「ユーザータ1に 
[ Administrator ] と入力しまず。パスワードを設定していた場合はパ 
スワードを入力して [0 K ] をク U ックしてください。 

フロッピーディスク 
か弓起動でをないと 
をは？ 

パナソニック製外部 FDD (品番： CF - VFDU 03 U ) を接続している 
か確認してください。他のフ□ッピーディスクドライブからは起動で 
さません。 

パソコンの電源を切り、外部 FDD を接続し直してください。 

起動用ディスクび正しくセットされているか確認してください。 

セットアップユーティ U ティを起動し、次の設定を確認してください。 
.「詳細」メニューの [ USB ポート]び[有効] 

•「詳細」メニューの[レガシ ー USB ] び苗細 
• 唯動」メニューで [USB FDD ] び[起動順位]の一番上に表示 

fRemove disks 
or other media . 
Press any key 
to restartj が表 
巧されたとをは？ 

システムを起動できないフ□ッピーディスクび、フ□ッピーディスク 
ドライブにセットされていないか確認してください。セットされてい 
る場合は、取り出してから、何かキーを押してください。 

USB 機器を接続している場合は、 USB 機器を取り外ずか、セットアッ 
プユーティ U ティの r 詳删メニューで[レガシ ー USB ] を撫細に設 
定してください。 

セットアップユーティ U ティの起動方法： -► sg ぺージ 

設定してち同じメッセージび表おされる場合、八ードディスクに何ら 
かの問題び発生していることびあ0まず。 

♦再インス 1 -ールを行い、八ードディスクをお買い上げ時の状態に戻 
してください。（- ^4 已ぺージ） 

r パッテリー巧量表示 
巧正ユーティリティ J 
画面び表示されたと 
をは？ 

バッテ U —残量表示補正を実行した後、「プ□グラムの終了」画面で 
[キャンセル]をク U ックした可能性びありまず。[キャンセル]をク U ッ 
クずると Windows の終了処理び中止され、次回起動時に再びバッテ 

U 一残量表示補正び始ま0まず。 

♦ Windows を起動ずるには、電源スイッチを巧して電源を切り、も 
ラー度電源を入れて < ださい。 


54 


























質問 

巧策 


セットアップユーティ U ティの「終了」メニューで、工場出荷時の設 
定|し民す。 

セットアップユーティリティの起動ち法： -► sg ぺージ 

Windows の起動が 
遅いときは？ 

お買い上げ後にインス1-ールした常駐アプ U ケーシヨンソフトびある 
場合は、そのアプ U ケーシヨンソフトの常駐を解除してください。 

メモ1」一容量を増やして < ださい。 


ディスクデフラグを実行してください。 


なお、動作は使用するアプ U ケーシヨンソフトに依をすることちあり、す 
ベての動作び改善されるわけではありません。あらかじめご了をください。 

スタンバイ•化止巧 
態か弓 U ジューム 
(復帰）しないとを 
は？ 

次のよラな場合は、電源スイッチを巧して電源を入れてください。な 
お、保をしていないデータは失われまず。 

• スタンバイ状態のとさ、 AC アダプターおよびバッテ U —パック 
を取り外した。 

• 周迅機器の取り付け/取り外しを行った。 

• 電源スイッチを4秒な上巧して強制終了した。 


バッテ U -の残量びかない、または完全に放電している可能性びあります。 
AC アダプターを接続し、 U ジュームしてください。 


困つたとさ 
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つたとさ 


起動/終了/スタンバイ • 休止が態の Q&A 


質問 


巧策 


電源び切れない 
(Windows び終了 
しない）とさは？ 


周迅機器を接続している場合は、取り外してから Windows を終了し 
て < ださい。 

周辺機器を取り外ずと終了できた場合は、周迅機器のメーカーにお問 
い合わせください。 


アプ U ケーシヨンソフトをインス I -ールした後で電源び切れなくなつ 
た場合は、[スタート]-[コント□-ルパネル]-[プ□グラムの追加と削 
除]をク U ックし、ご購入後にインストールしたアプ U ケーシヨンソ 
フトを削除して<ださい。 

削除ずると終了できた場合は、アプ U ケーシヨンソフトのメーカーに 
お問い合わせください。 


次の手順で、ディスクのエラーチェックを行ってください。 

①外部ディスプレイを含むずべての周辺機器を取り外ず。 

⑨[スタート]-[マイコンピュータ]をク U ックし、[□—カルディス 
ク（じ） ] をもク U ックして、[プ□パティ]をク U ックずる。 

③ [ツール]をク U ックして、[チェックずる]をク U ックずる。 

④ [チェックディスクのオプション]で[ファイルシステムエラーを 
自動的に修復ずる]と[不良セクタをスキヤンし、回復ずる]に 
チェックマークを付け、[開始]をク U ックずる。 

⑥「次回のコンピュータの再起動後に、このディスクの検査を実行 
しまずか？」といラメッセージび表おされたら[はい]をク U ック 
する。 

⑥ Windows を再起動ずる。 

チェックディスクにかかる時間は、ドライブの容量やファイルの内容、 
[チェックディスクのオプション]の設定により異なりまず。 

チェックディスクを行ってを解ミ夫でさない場合は、再インス I -ールを 
行い、八ードディスクをお買い上げ時の状態に戻してください。 


困つたとさ 


己巨 









つたとを 


パスワード/メッセージの Q&A 


質問 

巧策 

パスワードを入力し 
てち再度入力をホめ 
弓れるとをは？ 

丘!フンプび点好している場合は、阿鄙を巧して了ンキーモードを解 
除してから入力して < ださい。 

因フンプび点なしている場合は、 1 画励を押しながら Heaps Lockll を抽し 
キャップス□ックを解除してから入力してください。 

r パスワードを入力 
して<ださい J が 
表示されたとをは？ 

スーパーバイヴ'ーパスワードまたはユーヴーパスワードを入力してく 
ださい。スーパーパ'イヴーパスワードを忘れてしまった場合は有償で 
の修理び必要となりまず。ご相談窓□にご相談ください。 

パスワードの入力画 
面び表示されないと 
をは？ 

スタンバイ-休止状態から U ジュームしたとさはセットアップユー 
ティ U ティで設定したパスワード入力は要ホされません。 

次の手順で、 Windows のパスワードを設定し、 Windows のパスワー 
ド入力び必要となるよラに設定して< ださい。 

①[スタート]-[コント□ールパネル]-[ユーヴーアカウント]をク U ッ 
クずる。 

⑨変更ずるアカウントをク U ックして、ノ（スワードを設定ずる。 

③ロント□-ルパネル]-[パフォーマンスとメンテナンス]-[電源才 
プシヨン]-[詳細設定]をク U ックし、[スタンノ（イから回復ずると 
さにパスワードの入力を巧める]をク U ックしてチェックマーク 
を付ける。 

お使いのモデルによっては、[ユーヴーアカウント]を再度ク U ックず 
る操作び必要でず。 

コンピューターの管 
理ちのパスワードを 
ちれたとまは？ 

「よう'，み1丽巧で II Ctrl 11 + UaM + 11 Dell 麻9同畑， [ つ 一 けータ]し 

[ Administrator ] と入力して□グオンしたを、パスワードを設定し直 
して < ださい。 

「 Administrator 」 のパスワードを忘れてしまって□グオンできない 
場合は、再インストールして、八ードディスクを工場出荷時の状態に 
戻ず必要びありまず。ただし、再インストールをずると、作成したデー 
夕やインストールしたアプ U ケーシヨンソフト、メールの履歴などは 
消去されまず。 

パスワード U セットディスクを作成していた場合、パスワード入力失 
敗後に表おされるメッセージに従って、パスワードを再設定してくだ 
さい。 

Windows び起動せ 
ず、数字またはメッ 
セージび表示された 
とまは？ 

システムの起動エラーでず。「エラーコードび表示されたら」（-►64 
ページ）の内容に従って操作してください。 

[Remove disks or other media . Press any key to restart 」 か 
表おされた場合は、曰4ページをご覧< ださい。 
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つたとさ 


バツテリーの Q&A 


質問 

巧策 

カタログの記載よ日 
ちバッテリーの駆動 
時巧び短いとまは？ 

カタ□グや本書の「仕様」 ► 6已ページ）などに記載されているバッテ 
U - の駆動時間は、 「 J 曰 TA バッテ U 動作時間測定法 （ Ver . l . の」に基 
づさ測定された数値でず。 

バッテ U - の駆動時間は、エコノミーモード （ ECO ) の有効/無効や、 
使用環境によって異なりまず（例えば、画面を明るくして使っている 
とさなどは短くなりまず)。 

バッテリー巧態表示 
ランプ Q びホをに 
点1 なしているとを 
は？ 

バッテ U —の残量び少な<なっていまず（残量約下)。 

AC アダプターを接続してバッテ U —状態表示ランプびオレンジ色に 
変わったら、そのままお使いください。 AC アダプターびない場合は、 
ずぐにデータを保をし、 Windows を終了してください。その後、十分 
に充電されたバッテ U —パックに交換してか日電源を入れてください。 


赤色に点滅している場合は、ずぐにデータを保をし電源を切った後、 
バッテ U —パックと AC アダプターを本体から取り外し、取り付け直 
して < ださい。 

それでを赤色に点滅ずる場合は、ごホ目談窓□にごホ目談ください。バッ 
テ U —パックまたは充電回路の故障び考えられまず。 

バッテリーが態表示 
ランプ Q び点滅して 
いるとをは？ 

オレンジ色に点滅してし)る場合は、次のどちらかの状態び考えられまず。 
♦バッテ U —パック内部の温度び充電巧能な範囲外のため、一時的に 
充電でさない状態でず。温度び充電可能な範囲内になると自動的に 
充電び始まりまず。そのままお使い<ださい。 

♦アプ U ケーシヨンソフトや周辺機器 （ USB 機器など）び多くの電 
力を消費し電力不足になっているため、充電でさない状態でず。起 
動しているアプ1」ケーシヨンソフトび終了し、電力不足び解消され 
れば自動的に充電び始ま0まず。 

バッテリー巧態表示 
ランプ Q び明滅して 
し1るとをは？ 

バッテ U —の充電中でず。 

セットアップユーティ U ティの「メイン」メニューで[充電中バッテ 

U 一状態表示]を[明滅]に設定ずると、点灯状態び明るくなったりかし 
暗くなったり（明滅）しまず。 
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つたとさ 


力ーソルの Q&A 


質問 


巧策 


セットアップユーティ U ティの r メイン」メニューで[フラットパッド] 
び [ 有効]に設定されているか確認してください。 


ホイールパッドほ用 
時力ーソルび動かな 
とまは？ 


キーボードを操作し、次の手順で外部マウスのドライバーを削除して 
ください。インス!-ールされていると、ホイールパッドび使えないこ 
とびありまず。 

①國、圆の順に巧し、 「 devm 昼 mt . ms 巳」と入力して 區国! を押ず。 
⑩画を押し、画を数回巧して[マウスとそのほかのポインティン 
グデバイス]を選び、圆を巧ず。 

③に ynaptics PS /2. ..ル^(外の名前び表示されている場合、外部マ 
ウスびインストールされているので、画で外部マウスのドライ 
バーを遇び、 ra 、 IM の順に押し削除ずる。 


④再起動確認の画面で[はい]を還び、 m を押ず。 

再起動確認の画面び表示されない場合は、國、國の順に巧し、画 
國圆圆で[再起動]を遇んで M を巧してください。 

キーボードで操作でさない場合は、電源スイッチを4秒 LU 上巧し 
て電源を切った後、電源を入れて<ださい。 

⑥ Synaptics のドライバーを再インストールずる。 

[スタート]-[ファイル名を指定して実行]をク U ックし、 
rc :¥ util ¥ clrivers ¥ mouse ¥ setup.exeJ と入力して [ OK ] をク U ッ 
クします。じ(眩画面のおおに従ってインス!ルしてください。 


力ーソルびお手に動 
<とまは？ 


外部マウスのドライバーびインストールされていないことを確認して 
ください（上記の「ホイールパッド使用時カーソルび動かないとさ 
は？」の手順①〜④をご覧ください）。 


マウスび正しく接続されているか確認してください。 


マウス接続時力ーソ 
ルび動かないとを 
は？ 


接続したマウスのドライバーをインス I -ールしてください。 

外部マウスのドライバーをインス I -ールずると、ホイールパッドび使 
えないことびありまず。 

詳しくは、^『操作マニュアル』「が。（周辺機器)」の r 外部マ 
ウスを使ラ」をご覧ください。 


セツトアップユーテイ U テイの r メイン」メニ: 
を[無効]に設定して < ださい。 


-で[フラツトパッド] 


不具合などび修正された最新のドライバーびマウスのメーカーから配 
巧されている場合びありまず。 

詳しくは、お使いのマウスのメーカーにお問い合わせください。 


マウス接続時ホイー 
ルパッ ドを巧効にす 
るには？ 


「ホイールパッドの有効/無効を切り替える」 ► 2已ページ）をご 
覧になり、 USB マウスヘルパーをセットアップしてください 。 USB 
マウスヘルパーをセットアップしない場合は、セットアップユーティ 
U ティの「メイン」メニューで[フラットパッド]を[無効]にして 
<ださい。 


困つたとキ J 
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つたとさ 


画面表巧の Q&A 


質問 

巧策 

おい/お<なったと 
をは？ 

m+m を押してください。明るくなりまず。 

-4ページ 

緑、ホ、青のドット 
び巧った0、正しい 
色びま巧されなかっ 
た0するとをは？ 

これは、故障ではありません。 

カラー液晶ディスプレイは精度の高い技術で作られていますび、画素欠 
けや苗時点な（緑、ホ、青色）するちのびあります。これは故障ではあ 
りませんので、あらかじめご了承ください（有効画素び日日.日日日％む上、 
画素欠けなどび0.002%な下の場合は、故障ではありません)。 

-巧真っ黒になると 
をは？ 

省電力設定ユーティ U ティの[画面表示の省電力機能]を有効に設定し 
ているとさに、次のよラな操作を行ラと画面び一瞬真っ黒になる場合 
びありまずび、故障ではありません。そのままお使いください。 

• II Fn 11+|[ F 1 11/11 Fn 11+11 F 2 11け田なの明るホを調整する。 

• AC アダプターを抜さ挿しずる。 

動画再生ソフトやグラフィックのベンチマークソフトなどをお使い 
で、エラー画面び表おされた〇ソフトび正し<動作しな<なった0し 
た場合は、省電力設定ユーティ U ティの[画面表示の省電力機能]を無 
効に設定してください。 


電源状態表示ランプむおよび®び点なしている場合は、ディスプレ 
イの電源が切れていまず。1但が JI や1函圆など動作に影響のないキーを 
巧してください。選巧に使っキー（區到、11 11(スペースキー）- 

Ill ^ L い1、蝴や数罕キーなど）は使わないでください。 

何を表巧されないと 
をは？ 

電源状態表示ランプむおよび®び点滅または消なしている場合は、ス 
タンバイまたは休止状態になっています。電源スイッチを押してくださ 
い。 

画面の表示先び外部ディスプレイに設定されている可能性びありまず。 
m 口 |+|岡1を巧して表 7 R 先を切り替スてくだホい。1圧司1+1圧国1を続け 
て巧ず場合は、画面の表示先び完全に切り替わったことを確認してか 
ら巧して < ださい。 


両面が暗くなっている可能‘件がありまず。 LEriJI + llF 2 ll を巧して画巧を 
明る < して<ださい。 

巧像び表示されると 
をは？ 

別の画面を表示して < ださい。 

同じ画面を長時間表おさせていると残像が表示されることげあります。 


解像度/色数を変更したり、本機の動作中に外部ディスプレイの取り 
付け/取り外しを行ったりずると、画面び乱れることびありまず。本 
機を再起動してください。 

画面び田•れるとを 
は？ 

内部 LCD の U フレッシュレートび40ヘルツになっている可能性びあ 
りまず。内部 LCD のリフレッシュレートを変更してください。 

①[スタート]-[コント□-ルパネル]をク U ックずる。 

感 左側の [ 関連項目 ] の[コント□ールノ（ネルのその他のオプシヨ 
ン]をク U ックずる。 

③ [Intel ( R ) GMA Driver for Mobile ]- [ディスプレイデバイス] 
をク U ックずる。 

④ [Intel ( R ) デュアル-ディスプレイ.ク□—ン]をク U ックし、 
[ディスプレイ設定]をク U ックずる。 

⑥ノートブックの [ U フレッシュレート]び [40 ヘルツ]になっ 
ている場合は、 [60 ヘルツ]に変更し、 [0 K ] をク U ックずる。 
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つたとを 


八ードウエアを診断する 


本機に搭載されているハードウエアび正しく動作しない場合は、 PC - Diagnostic ユーティリ 
ティを使って、正常に動作しているかを診断ずることびできまず。 

八ードウエアに異常び見つかったときは、お買い上げの販売店へご連絡ください。詳しくは、「保 
証とアフターサービス」 ► 『準備と設定ガイド』の]3〜]已ページ）をご覧ください。 


PC - Diagnostic ユーテイリテイで診断する八ードウエア 


J 


ソフトウエアは診断でをません。 


診断ずる八ードウエア 

PC - Dia 邑 nostic ユーティ U ティのアイコン表示 

CPU 

CPU/System 

メモリー 

RAM XXX MB 

八ードディスク 

HDD XX G 巨 

ビデオコント□ーラー 

Vide 曰 

USB 

USB 

LAN 

LAN 

無線 LAN 

Wireless LAN 

サウンド’1 

Sound 

モデム 

Modem 

ホイールパッド 

Touch Pad 

内部キーボード 

Keyboard 

PC 力ードコント□— ラー 

PC Card 

SD 力ードコント ローラー 

SD 


"1 該断中、大をなビープ音び鳴りますので、 
卜に設定している場合、音は鳴りません。） 


へッドホンを装着しないでください。 （ Windows でミュー 



♦画面は英語で表おされまず。 

♦セットアップユーティ U ティで「デフォルト設定」にした状態で実行しまず。セットアップ 
ユーティ U ティなどで使用でさないよラに設定されている場合は、八ードウエアのアイコン 
びグレー表おにな0まず。 

♦八ードディスクのみ、標準診断とお張診断を還ぶことびでさまず。 

PC - Dia 巨 nostic ユーティ U ティ起動時は標準診断を行いまず。お張診断は、標準診断に比べ 
て詳しい診断を行ラため、診断時間び長くなりまず。 

♦ Video 診断中に画面び乱れた0、 Sound 診断中にスピーカーから音び出ることびあ0まずび、 
これらは異常ではありません。 

参八ードウエアのアイコンの左側 （ A ) の表示色で診断状況び確認でさまず。 

• 水色：診断していない状態 

• 青色と黄色び交互に表示：診断中。診断内容によって表 
おの間隔は異な0まず。 

RAM 診断中は、表示び長時間止まることびあ0まずび、 

そのままお待ちください。 

• 緑色：正常と診断 
• 赤色：異常と診断 
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つたとさ 


八ードウエアを診断ずる 


ホイールパッドで操作ずることをお勧めしまず。ホイールパッドで操作しないときは、代わり 
に内部キーボードで操作ずることをできまず。 


操作 

ホイールパッドの操作 

内部キーボードの操作 

アイコンを選ぶ 

カーソルをアイコンの上に合 
わせる 

11 11 (スペースキー）を 

巧してから圆圆画画を巧ず 
(画面ち上の [ close ] は還べ 
ません。） 

アイコンをク U ックずる 

タップまたはク U ックずる 
(ちク U ックは使えません。） 

アイコントで 11 11( 乂ぺ一 

スキー）を押す 

PC-Diagnosti 巳ユー テイ U 
テイを終了してパソコンを再 
起動する 

画面ち上の [ close ] をク U ッ 
クする 

It Ctrl 11 + It Alt 11 + 11 Del 11を ホ 旧す 


アイコンをクリックずると、次の操作びできまず。 
♦[3診断を最初から始める 
I 診断を中止ずる （ 


遍 


〇をクリックしてテストを途中か S 再開ずることはできません） 


ヘルプを表示ずる（画面をクリックずるか G 
断画面に戻りまず） 


3 (スペースキー）を押ずと、元の誇 


診断する 




周辺機器は、あらかじめ取り外しておいてください。 

n AC アダプターを 接続ずる。 

診断中は、 AC アダプターの抜き挿しや周巧機器の取り付け/取り外しを行わないでください。 

g パソコンの電源を入れる。または、 Windows を終了して再起動する。 

パソコンの起動後すぐ、 IPanasonic 」 起動画面が表示されている間に 
を押してセットアップユーティリティを起動ずる。 

♦お買い上げ時の状態から設定を変更して使っていた場合は、変更した設定をメモしてお 
<ことをお勧めしまず。 

♦ LU 降の手順でパスワードの入力画面び表おされた場合は、スーパーパ'イヴーパスワード 


回 


を入力し、 M を巧してください。 


Q を巧ず 


確認のメッセージび表示されたら、[はい]を還び、 M を巧してください。 


曰 Ml を巧す。 


確認のメッセージび表示されたら、[はい]を還び、 M を巧してください。 
セットアップユーティ U ティび終了し、パソコンび再起動しまず。 
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@ パソコンの起動後ずぐ、 IPanasonic 」 起動画面び表示されている間に D 
+ gn を巧ず。 


PC - Dia 邑 nosti 巳ユーティ U ティび起動し、自動的にずべ 
ての八ードウてアの診断び始ま0まず。 

アイコンの左側 （ A ) に青色と黄色び交互に表示され始める 
までは、ホイールパッドまたは内部キーボードび使えません。 
ホイールパッドび正しく動作しない場合は、闘 + m + 

を押してパソコンを再起動ずるか、電源スイッチを巧 
して電源を切った後に、再度 PC - Diagnosti 巳ユーティ U 
ティを起動してください。 




メモ 


次の手順で、特定の八ードウてアのみを診断したり、八ードディスクの拡張診断を行った 
りでさまず。 

① I ■をク U ツクして診断を一時停止ずる。 

③ 診断しない 八ードウエアのアイコンをク U ツクしてグ 
レー表お （ B ) にずる。 

八ードディスクの場合は、ク U ツクずると拡張診断（ア 
イコンの下 （ C ) に 「 FULL 」 と表示）になり、再度クリツ 
クずるとグレー表おにな0まず。 

③同をク I 」ックして診断を始める。 



P すべてのハードウェアび該断された!5、診断結果を確認ずる。 


赤色になりに heck Result TEST FAILED 」 び表示され 
たら、パソコンの八ードウエアび故障していると考えられ 
ます。赤色で表示されている八ードウエアを確認して、ご 
相談窓□にごホ目談< ださい。 

緑色にな D 「Check Result TEST PASSED 」 だく表示さ 
れたら、パソコンの八ードウエアは正常でず。そのままお 
使いください。それでち正しく動作しない場合は、再イン 
ストールしてください。（-^4已ぺージ） 



メモ 


別売りの RAM モジュールを増設した状態でメモ U - 診断をしてに heck Result TEST 
FAILED 」 び表おされた場合： 

増設された RAM モジュールを取り外して診断を行ってください。それでもに heck 
Result TEST FAILED ] び表おされた場合、内蔵の RAM モジュールび故障していると考 
えられまず。 


た！彭断び終了した5、画面ち上の [ close ] をクリッ 
クずるか、 应因 + 应回 + 11画3 を巧 U てパソコンを再 
起 iii ずる。 



困つたとキ J 
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つたとさ 


エラーコードび表示された6 


電源を入れたとさ、次のエラーコードやメッセージび表おされた場合は、対処の説明に従って 
<ださい。 

それでち解ミ夫でさない場合、またはこれらじ(外のエラーコードやメッセージび表おされた場合 
は、ご相談窓口にご相談ください。 


エラーコードー覧 


エラーコード/メッセージ 

対処 

0211:キーボードエラーです。 

•外部キーボードを接続している場合は、取り外してください。 

0251 :システム CM 日 S の 
チェックサムが正しくありませ 
ん。デフォルト値が設定されま 
した。 

セットアップユーティ U ティの設定内容を保持しているメモ U —の 
内容び正しくありません。これは、プ□グラムなどの意図しない動 
作により、内容び変更された場合に起こるエラーです。 
•セットアップユーティ1」ティで、デフォルト設定にした後、必要 
に応じて適切な値に設定し直してください。 

参それでち表おされる場合は、データな持用の内蔵バックアップ 
バッテ1」一び消耗している可能性びあります。ご相談窓□にご巧 
談ください。 

0271 :日付と時刻の設定を確 
認してください。 

曰付と時刻の設定び正しくありません。 

参セットアップユーティ1」ティの「メイン」メニューで、曰付と時 
刻を正しく設定してください。 

•それでち表示される場合は、データな持用の内蔵バックアップ 
バッテ1」一び消耗している可能性びあります。ご相談窓□にご巧 
談ください。 

0280 :起動を 3 回失敗しまし 
た。ーデフォルト値を使用して 
起動します。 

繰り返し起動に失敗したため、セットアップユーティ1」ティをデ 
フォルト設定に変更して起動しました。 

•セットアップユーティ1」ティで、デフォルトの設定（工場出荷時 
の値）にした後、必要に応じて適切な値に設定し直してください。 

< F2 >キーを押すとセットアッ 
プを起動します。 

■エフー内容をメモした後、 IIF 2|| を押して セツ ト ツ フユー了ィ 

1」ティを起動してください。設定を確認し、必要に応じて適切な 
値に設定し直してください。 

日 peratin 呂 System not round 

起動しよ 5 としたフ□ッピーディスクや八ードディスクに 0S び 
正しくインストールされていません。 

•フ□ッピーディスクドライブに起動でをないフロッピーディスク 
びセットされている場合は、取り出してください。 

•八ードディスクから起動できない場合は、セットアップユーティ 

U ティの「情報」メニューで八ードディスクび正しく認識されて 
いるか確認してください。 

•認識されている場合 （rxx GB」 と表示）は、再インストール 
を行ってください。 

•認識されていない場合（「なし」と表示）は、ご相談窓□にご 
相談 < ださい。 

•USB ポートに機器を接続している場合は、取り外すか、セット 
アップユーティ U ティの「詳細」メニューで[レガシー USB] を撫 
効]に設定してください。 


セットアツプユーティ U ティの起動方法：- ► 29ページ 
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仕様 [ 日本国内専用 


本製品（付属品を含む）は日本国内仕様であり、おがの規格などには準拠しておりません。 


♦本体仕様 


機種 名 

CF-R 百 MW 4 AXS 

CF - R 6 MC 4 AXS 

CPU / 

2次キャッシュメモ U — 

インテル® Core ™ Duo プ□セッサー超ほ電圧★版 U 2400、オンダイ L 吕キヤッ 
シュ -2 MB ’ i 、 動作周波数] .06 GHz 、 フ□ントサイド.バス已 33 MHz 

チップセット 

モバイルインテル®日4已 GMS Express チップセット 

メインメモリー 

標準已1吕 MB *' DDR 2 SDRAM (最大1己3巨 MB *') 空きス□ット1 

ビデオメモ U — 

最大128 MB .1 (メインメモ U - と共用）•己 

ハードディスクドライブ 

60 GB ‘3 (Serial ATA ) 

上記容量のラち約3 GB では U カバ U —用データ領域として使用（ユーヴー使 
用不可） 

表お方式 

1 0.4 型 TFT カラー液晶 XGA (1024 X 768ドット） 


内部 LC □表示 

1024 X 768ドット：約1677万色’4 

外部ディスプレイ表示’ 5 

800 X 600ドッ K 1024 X 768ドット、1280 X 768ドッ K 
] 280 X 1日24ドット、14白0 X ]0己0ドット、 ] 邑白0 X ] 20日ドット、 
2048 X 1己36ドット （60 Hz ) 巧：約1677万色 

本体+外部ディスプレイ 
同時表示'5 

800 X 已〇〇ドット、1〇吕4 X 768ドット：約1677万色 

無線 LAN 

インテル® PRO/Wireless 394己 A 臣 G 
ネットワーク-コネクション 

IEEE 802.1 1 a ( J 己 2/ VV 已 2/\ A / 已 3) 
/ b / 呂準拠 ► 67ページ） 

巧蔵されていません 

LAN マ 

100 BASE-TX / 1 0 BASE-T 

モデム' 8 

データ：己目 kbps ( V . 目 0) FAX : 14.4 kbps /ボイス非対応 （-^67ぺージ） 

サウンド機能 

PCM 音源 (16 ビットステレオ）、インテル® High Definition Audio 準拠、 
モノラルスピーカー 

セキュ U ティチップ 

TPM (TCG VI .2 準拠） 

カードス□ット 

PC 力ードス□ット （TYPE n) X ] ス□ット （ CardBus 対応、許容電流 3. 3 
V : 400 mA 、 已 V : 400 mA ) 

SD ><モ|」一力ードス□ット>9 X 1ス□ット（著作権保護技術対応） 

化張メモリース□ット’… 

DDR 2 172ピンマイク IZIDIMM X 1ス□ット (1.8 V / P 巳 2-420 日/ 
DDR 2 SDRAM ) 

インターフェース 

USB ポート X 2 ( USB 2 .日 X 2) *11、モデムコネクター （ RJ -11)’ s 、 LAN 
コネクター （ R 」-4 己）’7、外部ディスプレイコネクター（アナ□グ RGB ミニ 
Dsub 1已ピン）、 S ニポート1」プ U ケーターコネクター（専用已日ピン）、マ 
イク入力端子（ステレオ S ニジャック M 3 (プラグインパワー対応)）、オーディ 
才出力端子(ステレオ S ニジャック M 3) 

キーボード/ 
ポインティングデバイス 

0 ADG 準拠キーボード （8 已キー）、キーピッチ：17 mm (横）/ 14.3 mm (縦） 
(一部キーを除 <) /ホイールパッド 

電源 

AC アダプターまたはバッテリーパック 

AC アダプター’12 

入力： A 巳1日0 V 〜24日 V 、已0 Hz / 60 Hz 、 出力 ： DC ] 目 V 、 2.8 A 、 
電源コードは] 00 V 専用 

バッテ U —パック 

7.2 V ( Li - ion )、 己.8 Ah 


バッテ U - 駆動時間'" 

約8.已時間（エコノ S —モード ( ECO ) 無効時） 

バッテ U - 充電時間’" 

約4.已時間（電源オフ時/電源オン時） 

消費電力/ 

エネルギー消費効率 ’ IS 

最大約4日 W’ls / 2007年度基準1区分日.日日日84 

(社）電子情報技術産業協尝情報処理機器高調波電流抑制対策実行計画書に基 
づ< 定格入力電力値： 24 W 

が形寸法 

幅22目 mm x 與行さ187 mm x 高さ2日.4 mm / 4己已 mm (前部/後部） 
突起部除< 

質量 17 

約白30呂 

約白2ち呂 

使用環境条件 

温度：己む〜3己て： 

湿度： 30 o/oRH 〜8日 %RH (結露なさこと） 

0 S -18 

Microsoft ® Windows ® XP Professional 正規版 Service Pack 2 セキュリ 
ティ強化機能搭載 （ NTFS ファイルシステム） 


白己 









































I 仕様 


導入ミきみソフトウ 王ア ’18 

Microsoft ® Internet Explorer 6 Service Pack 2 /Adobe Reader/DMI 
ビユーアー / Microsoft ® Windows ® Media Player 10 /DirectX 白.日 c / 
Microsoft ® Windows ® Movie Maker 2.1 / Microsoft ® .NET Framework 
1.1 3ド1/2.0/ネットセレクター/ SD ユーティ U ティ/ホイールパッドユー 
ティ U ティ/省電力設定ユーティ U ティ/フオントサイズ拡大ユーティ U ティ/ 
無線切り誓えユーティリティ ’ is / Hotkey 設定/エコノミーモード （ E 巳日）切 
り誓えユーティ U ティ/バッテ1」一残量表示補正ユーティ U ティ / PC 情報 
ビューア ー /Infineon TPM Professional Packa 呂 e V 2 .己 SPl •己日 

セットアップユーティ U ティ/ハードディスクデータ消モユーティリティで1/ 
八ードディスクバックアップユーティ U ティで VP 巳- Diagnostic ユーティリ 
ティの 

下記のソフトウエアをお使いになる場合は、セットアップが必要でず。 

• Wireless IVIana 呂 e「mobile edition 3 .日で s :デスクトップの [Wireless 
Mana 呂 e「mobile edition のセットアップ」アイコンをダブルク U ックして 
画面の指示に従って < ださい。 

• ズームビューアー： C :¥ util ¥ loupe ¥ setup . exe をダブルク U ックして画面 
の指示に従ってください。 

• NumLock お知らせ： C :¥ util ¥ numll < ntf ¥ setup . exe をダブルク U ックして 
画面の指示に従ってください。テンキーモードに設定されていても、このソフ 
トウエアをセットアップしていなければ 「 NumLock お知らせ」画面は表示さ 
れません。 

• セキユ U ティ設定ユーティリティ： C :¥ util ¥ secutil ¥ setup . exe をダブルク 
リックして画面の指の(し従ってくださし、。 


★ 既存のインテル低電圧版に比べて、さらに電圧レベルを低下。 


*1 1 M 目=1，日48,己76 ノてイト。 

*2 本機の動作状況により、インメモリーの一部が自動的に割り当てられます。サイズを設定しておく 
ことはでさません。 

*3 1 GB =1 ,日0日.日日日.日日日目（バイト）。日 S または一部のアプ U ケーシヨンソフトでは、これよりも 
ルさな数値で GB 表示される場合があります。八ードディスクのユーティ U ティなど使用時は NTFS 
対応のものをご使用ください。 

*4 グラフィックアクセラレーターのディヴリング機能を使用して約1677万色表示を実現しています。 
*已接続ずる外部ディスプレイによっては表示でさない場合があります。解像度、 U フレッシュレートに 
つし、て(ま、ノ\ロナソニックノくソコンのサポートぺージ ( http :// askpc . panasonic . co . jp / inclex . html ) 
の「よくある質問 （ FAQ )」 をご覧ください。 

*6 2日 48 X 1 日36ドットの解像度で外部ディスプレイに表示する場合は、6日 Hz のリフレッシュレート 

をヴポートしているディスプレイをお使いください。2日 48 X 1 已36ドットの觸像度で、6日 Hz の U 
フレッシュレートをサポートしていないが部ディスプレイを接続すると、正しく表示されない場合が 
あ0まず。 

*7 コネクターの形状によっては使用でさないものがあります。 

巧モデムは一般電話回線専用です。已6 kbps はデータ受信時の理論値です。データ送信時は 33.6 kbps 
が最大速度でず。 

* 目容量 2 G 目までの Panasonic 製 SD ゾモ U —力ードの動作を確認済み。容量 4 GB し U 上の SDHC メモ 
リーカードには对応していません。 

本機の SD ^ モ U —力ードス□ットによる転送レートは 8 MB / 秒です（理論値。実際の速度は異なり 
ます）。 

高速な転送レートに対応した50><モ|」一力ードをお使いの場合でち 8 MB / 秒です。 

ずべての SD 機器との動作を保証するものではあ0ません。 

マルチメディアカードおよび SDHC メモ U —力ードは動作しません。挿入しないでくださし、。 

*10 RAM モジュールを増設ずる際は、 DDR 2 対応であることを確認してください。 

JEDEC 規格の214ピンマイク〇011\/11\/1は使用できません。 P 巳21日0、 PC 27 日日の172ピンマイク 
□ DIMM は使用でさません。 

PC 2-32 日日の RAM モジュールを取り付けると、本体^モ U —の処理速度が遅くなりまず。 

*11 USB 対応のずべての周辺機器の動作を保証ずるものではありません。 

*12 本製品は一般家庭用の電源コードを使巧ずるため、 AC 100 V のコンセントに接続して使用してくだ 
さい。 ► 8ページ） 

*13 rJEtA バッテ U 動作時間測定法 ( Ver .1.0) J による駆動時間。セットアップユーティ U ティの[ゾモ 
リー/ビデオ省電力]を[バッテ U —優先]に設定時の測定値。バッテ U —駆動時間は動作環境-液晶の 
輝度-システム設定によ0変動しまず。エコノ S —モード （ ECO ) 有効に設定しているとさの駆動時 
間は、無効時の約8割になりまず。 

*14 バッテ U —充電時間は動作環境-システム設定によ0変動しまず。完全放電したバッテ U —を充電ず 
ると時間びかかる場合びありまず。 
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*15 エネルギー消費効率とは、省エネ法で定める測定方法により測定された消費電力を省エネ法で定める 
複含理論性能で除したわのです。 

*16 電源げ切れていてバッテ U —が満充電や充電していないときは約1.己 W 。 

平均値。各製品で質量が異なる場合びあ0まず。 

*18 本機はインス I -ール済みでは動作保証しておりません。 

*1 白無線 LAN 内蔵モデルのみ。 

*20 お使いになるにはインス!ルが必要でず。『操作マニュアル』「右な)（セキュ U ティ）」の「デー 
夕を暗号化する」） ^ 

*21 セットアップユーティ U ティから実行するユーティ U ティ。 

*22 起動方法は「ノ V — ドウエアを診断する」（- ►61 ページ）をご覧ください。この機能には（株）ウル 
トラエックスの技術を使用していまず。 

*23 ワイヤレス投写用アプリケーシヨンソフト（パナソニック液晶プ□ジエクター TH - LB 10 NT / TH - 
L 臣2日 NT / TH - L 臣3日 NT / TH-LB 已日 NT / TH - LB 已己 NT / TH-L 目邑 0 NT とワイヤレス接続ずるときに 
使います）。詳しくは、で『操作マニュアル』「ちご（周辺機器)」の「プ□ジエクターを使う」を 
ご覧ください。 * 

無線 LAN 内蔵モデルは、内蔵の無線 LAN で接続できまず。非巧蔵モデルは、別売りの無線 LAN カー 
ド（お使いのプ□ジェクターの推奨品）が必要でず。 


•無線 LAN 


データ輯送速度 

IEEE 802.1 la :已4 Mbps /48 Mbps /36 Mbps /24 Mbps /18 Mbps / 

12 Mbps /9 Mbps / 色 Mbps (自動切替）•百 4 

IEEE 802.1 1 b ：11 Mbps / 已'百 Mbps /2 Mbps /1 Mbps (自動切替）で 4 
IEEE 802.1 ] 旨：已 4 Mbps /48 Mbps /36 Mbps /24 Mbps /18 Mbps / 

12 Mbps /9 Mbps / 色 Mbps (自動切替）で 4 

準拠規格 

ARI 巨 STD - T 色 6 /ARIB STD - T 71 

IEEE 802.1 la ( J 已 2/ W 己 2/ W 己 3) / IEEE 802.1 Ib / IEEE 802.1 1 g (無線 
LAN 標準プ〇トコル） 

伝送ち式 

OFDM 方式 、 DS SS 方式 

有効距離 ’ ss 

IEEE 802 .1 ]a :見通し約 30 m 、 IEEE 8 日 2. 11 b / 資：見通し約已日 m (アク 
セスポイントとの通信時） 

使用無線チヤンネル 

インフラストラクチャ通信モード： 

IEEE 802 .1 la : 34/38/42/46チャンネ J レ（:」已2)、 

36/4日/44/48チャンネル （ W 已2)、 

己2/己巨/巨0/64チャンオ g レ （ W 已 3) 

IEEE 8 日 2.1 lb / 呂：]〜13チャンネル 
ad hoc 通信モード： 

IEEE 802.1 la : 36/40/44/48チャンネル 

IEEE 8 日 2.1 lb / 呂：]〜13チャンネル 

RF 周波数帯域 

2.4 GHz 帯域 （2.4 GHz 〜2.483已 GHz )、 

已 GHz 帯域（已 .1 己 GHz 〜己 .3 己 GHz ) •吕 S 


*24 IEEE 802.11 a / b / g 規格の理論上の最大値であり、実際のデータ転送速度を示すち 
のでは态りません。 

*2 己有効距離は、電波環境、障害物、設置環境などの周囲条件や、アプ U ケーションソフト、 

日 S などの使巧条件によって異なります。 

*2 目 IEEE 802 .1 la 準拠の無線 LAN は、無線通信に己白 Hz 帯を使用しています。己白 Hz 
帯の無線 LAN は、電波法の規制により、屋外および曰本国外では使用でをません。 

•本機のモデ厶は次の国または地域の規格に準拠しています。 

アイスランド、ア力、アルゼンチン、イギリス、イスラエル、イタリア、オーストラリア、オー 
ストリア、オランダ、カナダ、韓国、ギリシャ、ク□アチア、シンガポール、スイス、スウェー 
デン、スペイン、ス□バキア、ス□ベニア、台湾、チェコ、チリ、中国、デンマーク、ドイツ、 
日本、ニュージーランド、ノルウェー、フィ U ピン、フィンランド、ブラジル、フランス、ベル半一、 
ポーランド、ポルトガル、香港、マレーシア、リヒテンシュタイン、ルクセンブルク 

(2 007年2月1日現在) 


IEEE 802.11 b/q 
IEEE 802.1 1a 
J52]W52[W53 
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ソフトウェア使用許諾書 


本機の包装袋のシールをはがず前に、必ず内容を確認してください。 


第1条 

権 利 

お客さまは、本ソフトウ王ア（パソコン本体に内蔵の八ードディスク、付属のマニュ 
アルや CD - ROM / DVD - ROM などに記録または記載された情報のことをいいまず）の 
使用権を得ることはできまずび、特許権、著作権またはその他一切の権利は醉社が所 
有ずるものであり、お客さまに移乾ずるものではありません。 

第2条 

第云ちの使用 

お客さまは、有償あるいは無償を問わず、本ソフトウ I アおよびコピーしたものを第 
云者に譲渡あるいは使用させることはでをません。 

第3条 

コピーの制限 

本ソフトウェアのコピーは、保管（バックアップ）を目的とした1回に限定されまず。 

第4条 

使巧 A ‘ソコン 

本ソフトウェアは、本パソコン1台での使用とし、他のパソコンで使用ずることはで 
さません。 

第已条 

解析、変更 
または改造 

本ソフトウェアの解析、変更または改造などを行わないでください。お客さまの解が、 
変更または改造により、万一何6かの欠陥またはお客さまに巧ずる損害び生じたとし 
てち興社および販売店などは一切の保証-責任を負いません。 

第6条 

アフターサービス 

お客さまが使用 中、 本ソフトウェアに不具合び発生した場台、踏社窓口まで電話また 
は夕書でお問い合わせくだされば、お問い合わせの不具合に関して、踏社が知り得た 
内容の誤り（バグ）や使用方法の改良など必要な情報をお知5せいたしまず。 

第7ま 

巧 責 

本ソフトウェア1 し 関ずる臀なおよび販売店などの責任は、上記第6乗1 し 限りまず。本 
ソフトウェアのご使用にあたり生じたお客さまの損害および第云ちか6のお客さまに 
対ずる請ボについては、興社および販売店などに故意または重過失がない限り、興な 
および販売店などはその責任を負いません。 

第8条 

合意管轄 

本ソフトウェアの使用に関して、訴訟の必要が生じた場台、お客さまおよび興なは興 
なの本な所在地を管轄ずる裁判酣こ巧してのみ訴えを提起ずることができるものとしま 
ず。 

第日条 

準拠法 

本ソフトウェアの使用はあ5ゆる面において曰本国の法律に支配され、かつそれに従つ 
て解釈されるものとしまず。 

第10条 

輸出管理 

お客さまが本ソフトウェアを曰本国列に持ち出される場合、国内外の輸出管理に関連 
ずる法規を順守してぐださい。 
















I このパソコンにトラブルがあつたとをは 

本機び起動しない、動かないなどのトラブルび発生した場合、わからないことびあった場合な 
どは、次の順番で確認してください。 


1マニュアルで調べる . 70 _ 

参 Windows び起動ずるとき . 70 

参本機び起動しないとき/電源は入るび Windows び正常に起動しないとき . 70 


2 Web で調べる . 70 

参よくある質問 （ FAQ ) の確認/ OS 、 BIOS 、 アプ U ケーシヨンソフト関連などの 

アップデートプ□グラムをダウン□ー ド/セキユ U ティ情報 . 70 

• 弊社の Web ページで調べる 

参 Windows 関連 . 70 

• Microsoft の Web ぺージで調べる 


3 A — ドウエアを診斷する （ PC - Dia 旨 nostic ユーテイリテイで調べる）…71 


4アプリケーシヨンソフトや周边機器の製造元に巧い合わせる . 71 


已再インス!ルする . 71 


6お巧い合わせ/巧証とアフターサ^ビス . 71_ 

♦お問い合わせは、次の内容ではありませんか？ . 71 

参本機に関ずるお問い合わせ . 72 

参修理に関ずるお問い合わせ . 72 


お問い合わせの前に 
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このパソコンにトラブルがあつたとをは 


マニュアルで調べる 


► Windows び起動ずるとき 

で『操作マニュアル』やな>1『困ったときの Q & A 』 などで調べてください。 

をク U ック 

-ノ（ソコンの使い方や設定方法などを説明して 
います。 

■よくある質問、解ミ夫方法を説明していまず。 

■用語を解説していまず。 

索引から説明を探ずことびでさまず。 



-を抽こついて 

-テ-ィスブレイ<巧示モー。1こごいて 
-画面の W 巧 I こス I て 
-すヒブーシ3ンホ5ンの«い了 
- f 博巧7ニュアル J 晒っ£とさの 


ですけイズの围 a 
百化こごいて 


表記 

富味 

[Enter] 

キーボードの Enter •キーを巧すこと。 

[Fn い岡 

キーボードの Fn キーを巧しながら.巧キーを f 阳こと。 

[Fn】 と [CW】 （去側）の博おを、 h お5_て6使いの場合 
け. [Fn] とに W] を置？おてこ宫ください。 

じ5—トト1面面 J; のじ5—卜]をクリックした苗.[巧蔚をクリックする 
做期 1こと。 


刖巧巧きアカウントのユーヴ ー^ GLest ア内ウントで実斤でさない博 
能があったり. I が月とき K る面面が责示されたりした場合13,コンビ 
ューターの官巧者の垣巧で□ヴオンして操巧してください。 


♦本機が起動しないとき/電源は入るが Windows び正常に起動しないとき 

本書の「困ったとさ」で調べてください。■►已2ページ、已3ページ 
再インストールしてください。-^4已ページ 


2 Web で調べる 


♦よくある質問 （ FAQ ) の確認/ OS 、 BIOS 、 アプリケーシヨンソフト関連などのアップデー 
トプ□グラムをダウン□ード 


鮮社の Web で調べる http://askpc.panasonic.co.jp 


这 



巧 

C 

垣 

巧 

も 


を抽こついて 

テ’ィスブレイ < 巧示モード) J こごいて 
画面の W 巧 I こス I て 
すヒブーシ3ンホ5ンの曲■巧 

f 博巧7ニュアル J 晒 
MAJ の見ち 
ですけイズの围 a 
百化こごいて 


:! i 


^記 


1 富味 

キーボードの En 田 r •キーを巧すこと。 


■ り 5 - トト 

I 放を] 


キーボードの Fn キーを巧しながら.巧キーを f 阳こと。 
[Fn】 とにけI】（左側）の博おを入れお.Iて fc 使いの場合 
け， [Fn] とに W] を置¥おてこ K ください。 


面面 J ： のじ5—卜]をクリックした苗.[巧素]をクリククする！ 

こと。 . 


刖巧巧きアカウントのユーヴ ー^ GLest ア内ウントで実斤で S ない博 
能があったり. I が月とき K る面面が责示されたりした場合13,コンビ 
ューターの官巧者の垣巧で□ヴオンして操巧してくだ3い。 


な^’. • 〇因国 I 过 ■ 

I /t- http //askpc Panasonic co ip/index.himl 


■ dial 。 

ホ . 


,© 0 .安因-;..过 


トサ仆内巧ち を由 I 。位下ち南 TOP 

e 届占一居 0思さお呈巧サボート 0サイト7ッブ 


0/<ン3ンヴ Jt !—(■ . ( BABB で本ード 



( Web ページのデヴインは改善などのた 
め予告な < 変更する場合げありまず。） 

•セキュリティ情報 

弊化の Web ぺージで調べる http://askpc.panasonic.co.jp/security/index.html 


►Windows 関連 

Microsoft の Web ぺーンで調べる h け p://www.micro5oft.com/japan/window5xp/5p2 


お問いさわせを則に 
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3 八ードウエアを診断する ( PC - Diagnostic ユーテイリテイで調べる） 

パソコンを起動後すぐ、 「Panasonic」 起動画面び表 
示されている間に画+國を押して PC-Diagnostic 
ユーテイリテイを起動する。 

診断時のお願いや操作ち法について詳しくは、「八ード 
ウェアを診断する」（■►己1ぺージ）をご覧ください。 


4アプリケーシヨンソフトや周辺機器の製造元に巧い合わせる 

アプリケーションソフトや周辺機器の製造元にお問い合わせください。 


( J 5 再インストールする 

本書の r 再インス!ルする（パーテイシヨンを変更ずる)」- ► 4已ぺージ 


內お巧し、合わせ/,呆証とアフタ-ヴ-ビス 


♦お問い合わせは、次の内容ではありませんか？ 


垂嗎 ON 

〇 一: 1 つ 

電源び入5ない 

RAM モジユールを増設している場合は、 RAM モジユー 
ルを取り がして再度電源を入れて < ださい。 

d^© 

バッテリーびちたない 
(駆動時間び短い） 

使用環境を確認して < ださい。 


画面に黒い点や、色び 
付いている点びある 

故障ではありません。あ5かじめご了承ください。 

(-► 60ぺージ） 

-y 

たか か 

Word や Excel び入っ 
ていない 

Microsoft® Office Word や Microsoft® □斤 ice Excel 
を使うには、 Microsoft® Office Personal Edition 
2003または Microsoft® Office Professional 
Enterprise Edition 2003が必要です。 


AC アダプターを巧く 
と画面び暗<なった 

ll Fn ]| + 11 F2 ll を刷，て < だサい。明る < な 0 ます。 

(-►14ぺージ） 



お問い合わせの前に 
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I このパソコンにトラブルがあつたとをは 

♦本機に関ずるお問い合わせ 
次のご相談窓□にお問い合わせください。 


商品についてのお問い合わせは 


パナソニックパソコンお客様ご相談センター 

電言舌ミ^ャル 函 0120 -873029 
FAX (06)6905-5079 

3日已曰/受付9時一20時 

(パソコン製品の使いちや巧術的なご質問ち承つております。） 

に007年2月1日現狙 

お問い合わせの際は、下記の機種品番 （ Panasonic □ゴマークの下に記獻をお伝えください。 



下の欄にあらかじめ控えておくと便利でず。 


C 

F 

— 










♦修理に関ずるお問い合わせ 

P 修理依頼書に記入する。 （*73 ぺージ） 

g 付属の『準備と設定ガイド』で修理に関する詳しい情報を確認し、本体底 
U 面に貞ち5れている修理窓口へ連絡ずる。 


お問い S 基前に 
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修埋巧巧表 


(この巧紙をコピーしてご巧頼内容をご記入のうえ、保罰書とともに、修理される 
バソコンに添付していただをまずよラお願いいたしまず。） 


曰ごろはノ（ナソニックパソコンをご愛顧いたださ、まことにありびとラございます。 

修理のためにお客さまの商品をお預かりさせていただくにあたり、巧の内容についてご承諾のラえ、 
必要事項のご記入をお願いいたします。 


り（ナソニックパソコンの修 I 里をご要望されるお客さまへのお願い J 

1. デ~夕をバックアップのラえ消去してください ※障害によ0操 fre さない場合は、そのままお預かりします。 

お客さまよりお預か0いたしますパソコンの取り扱いには細むのを意をしておりますび、八ードディスク巧に 
データび残っていた場合、運送途中、をしくは弊社での修理のために八ードディスク内のデータび消えること 
びあります。また、状況によっては、パソコン運送中における八ードディスク内のデータ紛失•漏えいなどび 
生じることも考え5れます。このよラな場合、弊社は一切の責任を負ラことはできませんので、あ5かじめご 
了承いたださますよラお願いいたします。 

したびいまして、常曰ごろから定期的に八ードディスク内のデータのバックアップをお取りいたださますとと 
わに、修理に出される前には万一に備え、お客さまご自身にて必要なデータのバックアップをお取りいただい 
たうえで消去することをお願いいたします。 ^ 

内蔵セキュ U ティチップ ( TPM ) をお使いの場合は、 ' Vg ] 『内蔵セキュ U ティチップ （ TPM ) ご利用の手引き』 
をご覧ください。 

2. 八ードディスクの初期化についてご確認ください 

お預かりいたしますパソコンの故障状況によりましては、修理のため八ードディスクを初期化することび必要 
になる場をびあります。この初期化について、次のとおり、お客さまのご同意の確認をさせていただをますので、 
ご記入いただをますよラご協力をお願いいたします。 

なお、初期化によ0、八ードディスク内に記録されているお客さまのすべてのデータおよびソフトウエアび消 
去されますことをご了承<ださい。 

3. パスワードを解除しておいてください 

症状を確認することびできるように、起動時のパスワードと八ードディスク保護を無効にしておいてくださし、。 


ご依頼曰ぶ日 年 月 


曰 


フリガナ 

お名前 


電話番号 （ ） 一 

FAX ま号 （ ) - 

ご住所 

〒 

商品品番 

(製造番号： ） 

お買いまめ年月曰 年月 曰 

お買い求めの販売店名 

電話番号 （ ） 一 


♦故障内容を教えてください：政下に/を入れてください 
□起動しない □画面び表示されない □エラー画面び表示される □その他 

♦具体的な故障内容をご記入<ださい 
①どのよラな症状ですか（できるだけ詳しくご記入ください） 

® その症状はどんな操作をしたときに起こりまずか 

③症状の発生顕度を教えてください： UTF に/を入れてください 
□常時 □曰に数回 □週に数回 □不定期に □過去に発生した 

♦八ードディスク巧のデータのバックアップおよびそのデータの消去はお済みですか：];(下に/を入れてください 
□実施した □実施していない（上記のお願い事項1 . をご確認<ださい） 

•八ードディスクの初期化について： UTR こ/を入れて<ださい 
□同意する □同意しない（修理することびでさず、そのままご返却させていただく場合びあります） 


>有償修理のお宮さまへ （ 無料修理のお客さまは記入不要です） 

修理限度額：下に/を入れて < ださい 

□なし □ 3万円（税込み）1；|下 □已万円（税込み）し^下 US 万円（税込み）政下 □ 


_万円（税込み）下 


A - ドディスク内のデータについて 

【パソコンの障害やお客さまにてハードディスク内のデータ消去びでさない場合に適応】 

パソコンの修理を行ラ際、症状確認-解析などで八ードディスク内のデータファイルを必要最低限の範囲で開< 
ことや、八ードディスクを交換することびございます。これ5八ードディスク内のデータはお客さまの秘密情報 
として適切な管理を行い、第兰者に開示、漏えい、公表ずることはございません。 


お問い合わせの暫 
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メモ 
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9 Micr 日 soft とその□コ、 Windows . Wind 日 ws □コ‘、 
日 utlook は、米国 Microsoft Corporation の米国お 
よびその他の国における登録商標です。 

# Intel 、 C 日 re は、米国 Intel C 曰 rporation の商標また 
は登録商標でず。 

# PhoenixBI 日 S [ま 、 Phoenix Technologies Ltd . の 
商標または登録商標です。 

ぶぶ" 

# SDHC □コ‘は商標です。 f—ra 

# Adobe 、 Adobe □ユ Adobe Reader は 、 Adobe 
Systems In 巳日 rporated (アドビシステムズ社）の 
商標です 

• ホ*7—ルノ\ッドは、松下電器産業株式尝社の登録商 
標でず。 


重要なお®5せ 

♦お客さまの使用誤り、その他異常な条件下での使用 
により生じた損害、および本機の使用または使巧不 
能か5生ずる付随的な損害について、当社は一切責 
任を負いません。 

♦ 本機は、医療機器、生命維持装置、航空交通管制機器、 
その他人命にかかわる機器/装置/システムでの使 
用を意図しておりません。本機をこれ5の機器/ 
装置/システムなどに使巧され生じた損害について、 
当社は一切責任を負いません。 

♦ お客さままたは第兰者び本機の操作を誤ったとき、 
静電気などのノイズの影響を受けたとさ、または故 
障/修理のとさなどに、本機に記憶または保をされ 
たデータなどび変化/消失するおそれびあります。 
大切なデータおよびソフトウエアを思わ城トラブル 
から守るために、「使用上のお願い」および「使用- 
保管-お手入れについて」（一 ► 11〜1目ぺージ）の 
内容にミち意してくださし、。 


♦本書の内容に関しましては、事前に予告なしに変更 
することびあります。 

♦ 本書の内容の一部またはすべてを無断転載すること 
を禁止します。 

♦落 T 、 乱 T はお取0換えします。 

♦本書のサンプルで使われている氏名、住所などは架 
空のわのです。 

♦ 本書のイラストや画面は一部実際と異なる場合びあ 
ります。 


•本装置は、社団法人電子情報巧術産業協尝の定めた 
パーソナルコンピューターの瞬時電圧低下対策規格を満 
足しております。しかし、本規格の基準を上回る瞬時電 
圧低下に对しては、不都合び生じる場合びあります。 

♦ 漏えい電流について、この装置は、社団法人電子情 
報技術産業協会のパソコン業界基準 ( PC -11-1 988) 
に適合しております。 


曰本国内で無線 LAN をお使いになる場合のお願い 
この機器の使用周波数帯では、電子レンジなどの産業- 
科学-医療用機器の他工場の製造ラインなどで使用され 
ている移動体識別用の構内無線局（免許を要する無線局） 
および特定ル電力無線局（免許を要しない無線局）び運 
用されています。 

1この機器を使用する前に、近くで移動体識別用の構内 
無線局および特定ル電力無線局び運用されていないこ 
とを確認してくださし、。 

2万一、この機器か5移動体識別用の構内無線局に対し 
て電波干渉の事例び発生した場をには、速やかに使用 
周波数を変更するか、または電波の発射を停止したラ 
え、ご相談窓口にご連絡いただを、混信回避のための 
処置など（例えばパーティションの設置など）につい 
てご相談ください。 

3その他、この機器か!5移動体識別用の特定ル電力無線 
局に対して電波干渉の事例び発生した場合など何かお 
困りのことび起をたときには、ご相談窓□にお問い合 
わせ <ださい。 

| 2 4 DS /0 F 4 I この機器び、 2.4 GHz 周波数帯 （24 日日 

■ ■— から2483.已 MHz ) を使用する直接拡 

散 （ DS ) 方式/直交周波数分割多重変 
調 （ OF ) の無線装置で、干渉距離び約 
40 m であることを意味しまず。 


己 GHz 帯の無線 LAN をお使いになる場合のお願い 
已 GHz 帯の無線 LAN は、電波法の規制により、屋外で 
使用でさません。また、曰本国外では使用でさません。 
(圓►日7ページ） 


この装置は、情報処理装置等電波障害自を規制協議舎 
( VCCI ) の基準に基づくクラス目情報技術装置です。この 
装置は、家庭環境で使用することを目的としていまずび、 
この装置びラジオやテレビジョン受信機に近接して使用 
されると、受信障害を引さ起こすことびあります。 
取扱説明書に従って正しい取り扱いをしてくださし、。 



この記号はヨー□ッパ連合内でのみ有効 
です。 

本製品を廃棄したい場合は、曰本国内の 
法律等に従って廃棄処理をしてください。 







































当社は国隙エネルギースタープ□グラムの参加事業をとして、本製品び国際エネルギースタープ□グラ 
ムの対象製品に関する基準を満たしていると判断します。 


国際エネルギースタープ□グラムは、コンピューターをはじめとしたオフィス機器の省エネルギー化 
推進のための国隙的なプ□グラムです。このプ□グラムは、エネルギー消費を効率的に抑えるための 
機能を備えた製品の開発、普及の促進を目的としたわので、事業をの自主判断により参加することび 
できる任意制度となっています。対象となる製品はコンピューター、ディスプレイ、プリンター、ファ 
クシミ U および複写機などのオフィス機器で、それぞれの基準ならびにマーク（ロゴ）は参加各国の 
間で統一されていまず。 


必►受賞！ ■ 

\MXzJ 電子 マニュアル 部門 

部門優良賞 

日本マニュアルコンテスト2006 


本機に搭載の電子マニュアルび、「わかりやずさ」や「操作性の 
よさ」などの点で、高い評価をいただをました。 


愛情点検 

長年ご使用のパソコンの点検を！ 

の 


こんな症がは 
あ0ませんか 

.異常な音やにおいびする 
-水や異物び入った 

► 

このよラな症状のとさは故障や事故防 
止のため、電源を切って電源プラグを 
抜を、その後バッテ U —パックを取り 
外して、必ずご相談窓口に点検をご依 
頼ください。 1 
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